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A から action snmp までのコマンド

• Aから action snmpまでのコマンド, 1 ページ

A から action snmp までのコマンド
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action add
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに 2個の変数の値を追加する
アクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action addコマンドを
使用します。追加のアクションを取り消すには、このコマンドの no形式を使用します。

action label add {long-integer| variable-name} {long-integer| variable-name}

no action label add

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

2つの変数の値を追加します。add

変数名として配置されるストリング値。variable-name

変数に追加される長整数値。long-integer

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、EEMアプレット内に設定された変数の値は変更されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、2つの変数の値を追加できます。結果は $_resultという名前の変数に

保存されます。変数の値は長整数である必要があり、これ以外の場合はアクションが失敗しま

す。
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___________________
例 次に、2つの変数の値を追加するように EEMアプレットを設定する例を示します。

Router(config)#event manager applet one
Router(config-applet)#action 1.0 set $var1 10
Router(config-applet)#action 1.0 set $var2 20
Router(config-applet)#action 1.0 add $var1 $var2
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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action append
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、特定のストリング値を現
在の変数値に追加するアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで

action appendコマンドを使用します。追加のアクションを取り消すには、このコマンドの no形
式を使用します。

action label append variable-name [ variable-value ]

no action label add

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

特定のストリング値を指定された変数の現在の

値に追加します。

append

変数名として配置されるストリング値。variable-name

（任意）指定した変数名の値に追加される長整

数値。

variable-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、EEMアプレット内に設定された変数の値は変更されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、特定のストリング値を変数の現在の値に追加できます。変数が存在し

ない場合、作成されて特定の値に設定されます。

___________________
例 次に、指定された変数の現在の値に、特定のストリング値を追加するようにEEMアプレットを設

定する例を示します。

Router(config)#event manager applet one
Router(config-applet)#action 1.0 set $var1 10
Router(config-applet)#action 1.0 append $var1 12
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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action break
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、アクションのループを終
了するアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action breakコ
マンドを使用します。中断アクションをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

action label break

no action label break

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

アクションのループをただちに終了させます。break

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、EEMアプレット内に設定されたアクションのループは終了しません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、関連する最後のアクションまでのすべてのアクションをスキップでき

ます。
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___________________
例 次に、アクションのループを中断するように EEMアプレットを設定する例を示します。

Router(config)# event manager applet loop
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 while 1 eq 1
Router(config-applet)# action 2 break
Router(config-applet)# action 3 end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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action cli
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、Cisco IOSコマンドライン
インターフェイス（CLI）のアクションを実行するように指定するには、アプレットコンフィギュ
レーションモードで action cliコマンドを使用します。 CLIコマンドを実行するアクションを削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label cli command cli-string [pattern pattern-string]

no action label cli command cli-string

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

Cisco IOSCLIに送信するメッセージを指定しま
す。

command

実行するCLIコマンド。ストリングに空白が含
まれる場合は二重引用符で囲みます。

cli-string

（任意）コマンドストリングが入力を求める場

合にだけ、command cli-stringに対する正規表
現の応答パターンを指定します。

pattern

（任意）patternキーワードで指定されるアク
ションを指定します。次の応答プロンプトに一

致する正規表現の pattern-stringを指定する必要
があります。

pattern-string

___________________
コマンドデフォルト EEMアプレットがトリガーされたときに、CLIコマンドは実行されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(14)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(18)SXF4に統合され、ソフ
トウェアモジュラリティイメージだけをサポートするようになり

ました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されまし
た。

12.2(18)SXF5

patternキーワードが追加されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン action cliコマンドを使用して、EEMアプレットがトリガーされたときに Cisco IOS CLIコマンド

を実行するアクションを指定します。patternキーワードはオプションで、コマンド文字列が入力
を求める場合にだけ使用します。

Cisco IOS CLIコマンドには 2種類あります。

•通常：通常のルータプロンプトが続いて表示される出力を生成する Cisco IOS CLIコマンド
です。 action cliコマンドは、通常のルータプロンプトを受け取ると終了します。

•応答：通常のルータプロンプトが表示される前に 1つ以上の質問を行う Cisco IOS CLIコマ
ンドです（たとえば、「confirm」を「yes」または「no」の入力で終える必要がある場合な
ど）。

action cliコマンドは、オプションの patternキーワードで指定された応答プロンプトを受け取っ
たときに終了します。次の応答プロンプトに一致する正規表現パターンを指定する必要がありま

す。正しくないパターンを指定すると、actioncliコマンドが、maxrunタイマー期限切れによるア
プレット実行タイムアウトまで、待ち続けることになります。

vty行は、line vty CLIコンフィギュレーションコマンドを使用して設定された vty行のプールか
ら割り当てられます。 EEMによって vty行が使用されていない場合で、使用可能な vty行がある
場合、EEMでは、vty行が使用されます。 EEMによって vty行がすでに使用されている場合で、
使用可能な 3行以上の vty行がある場合も、EEMでは、vty行が使用されます。 3行よりも少ない
vty行が使用可能な場合、残りの vty行は Telnetで使用するために予約されているので、接続は失
敗することに注意してください。

次の表に、action cliコマンドを実行したときに設定される組み込み変数を示します。
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表 1：action cli コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

CLIコマンドの実行結果。$_cli_result

___________________
例 次に、Cisco IOS interface loopback CLIコマンドが 3回設定されたときに EEMアプレットが実行

されるように指定する例を示します。アプレットは、ループバックインターフェイスが動作可能

であることを確実にするために no shutdownコマンドを実行します。

Router(config)# event manager applet cli-match
Router(config-applet)# event cli command {.*interface loopback*} sync yes occurs 3
Router(config-applet)# action 1.0 cli command "no shutdown"

次に、patternキーワードにより、clear counters Ethernet0/1コマンドに confirm引数が指定された
ときに EEMアプレットが実行されるように指定する例を示します。

Router(config)# event manager applet cli-match
Router(config-applet)# action 1.0 cli command "enable"
Router(config-applet)# action 2.0 cli command "clear counters Ethernet0/1" pattern "confirm"
Router(config-applet)# action 3.0 cli command "y"
!

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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action comment
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、アプレットにコメントを
追加するアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードでactioncomment
コマンドを使用します。コメントをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

action label comment string

no action label comment

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

アプレットにコメントを追加します。comment

コメントとして配置する一連の文字（埋め込み

スペースを含む）。

string

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、アプレットにコメントは追加されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、アプレットにコメントを追加できます。この結果、アプレットが実行

されたときに no-opになります。
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___________________
例 次に、アプレットにコメントを追加する例を示します。

Router(config)#event manager applet one
Router(config-applet)#action 1.0 comment keyvalue
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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action context retrieve
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、特定のコンテキスト名キー
のセットによって識別される変数を取得するアクションを指定するには、アプレットコンフィ

ギュレーションモードで action context retrieveコマンドを使用します。取得アクションを取り消
すには、このコマンドの no形式を使用します。

action label context retrieve key key-name variable variable-name-pattern

no action label context retrieve

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

特定のコンテキスト名キーで識別される変数を

取得するために使用します。

context retrieve

コンテキスト名キーを指定します。key key-name

変数の説明を示します。variable variable-name-pattern

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、特定のコンテキスト名キーのセットで指定した変数は取得されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、特定のコンテキスト名キーのセットによって識別される変数を取得で

きます。取得された情報は、自動的にコンテキストデータベースから削除されます。

コマンドで指定された変数の情報が取得されるのは、action context saveコマンドを使用して、対
応する context saveコールで同じ名前の変数が保存された場合のみです。

___________________
例 次に、特定のコンテキスト名キーのセットによって識別される変数を取得するように EEMアプ

レットを設定する例を示します。

Router(config)#event manager applet one
Router(config-applet)#action 1.0 context retrieve key pki-72a variable var1
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet

このコマンドは、複数のポリシートリガーにわ

たって情報を保存するために使用されます。

action context save
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action context save
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、複数のポリシートリガー
にわたって情報を保存するアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモー

ドで action context saveコマンドを使用します。保存された情報を削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

action label context save key key-name variable variable-name-pattern

no action label context save

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

複数のポリシートリガーにわたって情報を保存

するために使用されます。

context save

コンテキスト名キーを指定します。key key-name

変数の説明を示します。variable variable-name-pattern

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、情報は複数のポリシートリガーにわたって保存されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

___________________
使用上のガイドライン action context saveコマンドを使用して、複数のポリシートリガーにわたって情報を保存できま

す。このコマンドは、識別情報と同じコンテキスト名キーを持つ、特定のパターンに一致する変

数を保存します。保存された情報は、action context retrieveコマンドを使用して、別のアプレッ
トから取得できます。
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保存された情報が取得されると、その情報は自動的にコンテキストデータベースから削除されま

す。情報を取得したアプレットにその情報を保存するには、そのアプレットで再度 action context
saveコマンドを実行する必要があります。

___________________
例 次に、複数のポリシートリガーにわたって情報を保存するように EEMアプレットを設定する例

を示します。

Router(config)#event manager applet one
Router(config-applet)#action 1.0 context save key pki-72a variable var1
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet

特定のコンテキスト名キーで識別される変数を

取得します。

action context retrieve

   Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
16

A から action snmp までのコマンド
action context save



action else
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、if/else条件付きアクション
ブロックの else条件付きアクションブロックの開始を識別するには、アプレットコンフィギュ
レーションモードで action elseコマンドを使用します。 else条件付きアクションブロックを削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label else

no action label else

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

___________________
コマンドデフォルト アプレットコンフィギュレーションモードでコマンドを入力しなかった場合、設定を終了したと

きに個別のアプレットが登録されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action elseコマンドを使用して、else条件付きアクションブロックを識別します。このアプレッ

トにステートメントが関連付けられていない場合、イベントは引き続きトリガーされますがアク

ションまたは結果は発生しません。設定の終了時に、このアプレットにステートメントが関連付

けられていないことを示す警告メッセージが表示されます。

Tool Command Language（Tcl）と CLIアプレットベースの EEMポリシーの間でカスタマー向けの
一貫したユーザインターフェイスを実現するには、次の基準に従います。
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• Tclベースの実装では、イベント仕様基準は TCLで記述されます。

•アプレットベースの実装では、イベント仕様データは CLIアプレットサブモードコンフィ
ギュレーション文を使用して記述されます。

アプレットベースの実装では、一部のキーワードが必要以上に長いか、ハイフンで連結されてい

るように見えますが、これは Tclベースの実装が最初に開発され、導入されているためです。

アプレットコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始後、event manager applet applet-nameコマンドを使用します。アプレットコン
フィギュレーションモードでは、configプロンプトが、(config-applet)#に変わります。アプレッ
トコンフィギュレーションモードでは、3種類のコンフィギュレーション文がサポートされてい
ます。

• event：このアプレットの実行の原因となる、イベント基準を指定します。

• action：組み込みアクションを実行します。

• set：アプレット変数を設定します（現在、サポートされている変数は_exit_statusのみです）。

___________________
例 次に、elseアクションブロックの開始を識別する例を示します。

Router(config)# event manager applet action
Router(config-applet)# action label if $var eq 0
Router(config-applet)# action label2 else
Router(config-applet)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、elseif
条件付きアクションブロックの開始を識別しま

す。

action elseif

EEMアプレットがトリガーされたときに、if条
件付きアクションブロックの開始を識別しま

す。

action if
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action end
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、if/elseおよび while条件付
きアクションブロックで、条件付きアクションブロックの終了を識別するには、アプレットコ

ンフィギュレーションモードで action endコマンドを使用します。 end条件付きアクションブ
ロックを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label end

no action label end

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

___________________
コマンドデフォルト アプレットコンフィギュレーションモードでコマンドを入力しなかった場合、設定を終了したと

きに個別のアプレットが削除されます。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

___________________
使用上のガイドライン action endコマンドを使用して、if/elseおよび while条件付きアクションブロックで、条件付きア

クションブロックの終了を識別します。

Tool Command Language（Tcl）と CLIアプレットベースの EEMポリシーの間でカスタマー向けの
一貫したユーザインターフェイスを実現するには、次の基準に従います。

• Tclベースの実装では、イベント仕様基準は TCLで記述されます。

•アプレットベースの実装では、イベント仕様データは CLIアプレットサブモードコンフィ
ギュレーション文を使用して記述されます。
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アプレットベースの実装では、一部のキーワードが必要以上に長いか、ハイフンで連結されてい

るように見えますが、これは Tclベースの実装が最初に開発され、導入されているためです。

アプレットコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始後、event manager applet applet-nameコマンドを使用します。アプレットコン
フィギュレーションモードでは、configプロンプトが、(config-applet)#に変わります。アプレッ
トコンフィギュレーションモードでは、3種類のコンフィギュレーション文がサポートされてい
ます。

• event：このアプレットの実行の原因となる、イベント基準を指定します。

• action：組み込みアクションを実行します。

• set：アプレット変数を設定します（現在、サポートされている変数は_exit_statusのみです）。

___________________
例 次に、条件付きアクションブロックの終了を識別する例を示します。

Router(config)# event manager applet action
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1.0 set x "5"
Router(config-applet)# action 2.0 if $x lt 10
Router(config-applet)# action 3.0 puts "$x is less than 10"
Router(config-applet)# action 4.0 end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、else
条件付きアクションブロックの開始を識別しま

す。

action else

EEMアプレットがトリガーされたときに、if条
件付きアクションブロックの開始を識別しま

す。

action if
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action foreach
デリミタをトークン化パターンとして使用して、入力文字列の反復を指定するには、アプレット

コンフィギュレーションモードで action foreachコマンドを使用します。入力文字列の反復を削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label foreach [ string-iterator ] [ string-input ] [ string-delimiter ]

no action label foreach

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

（任意）イテレータとして機能する一連の文

字。ストリングに空白が含まれる場合は二重引

用符で囲みます。

string-iterator

（任意）入力として機能する一連の文字。スト

リングに空白が含まれる場合は二重引用符で囲

みます。

string-input

（任意）デリミタとして機能する一連の文字。

ストリングに空白が含まれる場合は二重引用符

で囲みます。デフォルトのデリミタは、スペー

スです。

string-delimiter

___________________
コマンドデフォルト アプレットコンフィギュレーションモードでコマンドを入力しなかった場合、設定を終了したと

きに個別のアプレットが削除されます。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action foreachコマンドを使用して、デリミタをトークン化パターンとして使用して入力文字列を

繰り返します。デリミタは、正規表現パターン文字列です。各反復で見つかったトークンは、与

えられた iterator変数に割り当てられます。すべての算術演算は、長整数としてオーバーフローの
チェックなしで実行されます。このアプレットにステートメントが関連付けられていない場合、

イベントは引き続きトリガーされますがアクションまたは結果は発生しません。設定の終了時

に、このアプレットにステートメントが関連付けられていないことを示す警告メッセージが表示

されます。

Tool Command Language（Tcl）と CLIアプレットベースの EEMポリシーの間でカスタマー向けの
一貫したユーザインターフェイスを実現するには、次の基準に従います。

• Tclベースの実装では、イベント仕様基準は TCLで記述されます。

•アプレットベースの実装では、イベント仕様データは CLIアプレットサブモードコンフィ
ギュレーション文を使用して記述されます。

アプレットベースの実装では、一部のキーワードが必要以上に長いか、ハイフンで連結されてい

るように見えますが、これは Tclベースの実装が最初に開発され、導入されているためです。

アプレットコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始後、event manager applet applet-nameコマンドを使用します。アプレットコン
フィギュレーションモードでは、configプロンプトが、(config-applet)#に変わります。アプレッ
トコンフィギュレーションモードでは、3種類のコンフィギュレーション文がサポートされてい
ます。

• event：このアプレットの実行の原因となる、イベント基準を指定します。

• action：組み込みアクションを実行します。

• set：アプレット変数を設定します（現在、サポートされている変数は_exit_statusのみです）。

___________________
例 次に、デリミタをトークン化パターンとして使用して入力文字列を繰り返す例を示します。

Router(config)# event manager applet action
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 foreach _iterator "red blue green orange"
Router(config-applet)# action 2 puts "iterator is $_iterator"
Router(config-applet)# action 3 end
Router# event manager run action
iterator is red
iterator is blue
iterator is green
iterator is orange
Router#
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action gets
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、同期アプレットのローカ
ル ttyから入力を取得して値を特定の変数に格納するには、アプレットコンフィギュレーション
モードで action getsコマンドを使用します。ローカル ttyから入力を受信するプロセスをキャン
セルするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label gets variable

no action label gets

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

同期アプレットからの入力値を格納する可変

語。

variable

___________________
コマンドデフォルト アプレットコンフィギュレーションモードでコマンドを入力しなかった場合、設定を終了したと

きに個別のアプレットが削除されます。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action getsコマンドを使用して、同期アプレットのローカル ttyから入力を取得し、特定の変数に

値を格納します。このコマンドは非同期アプレットでは動作しません。アプレットはエラーなし

で続行されますが、変数は設定されません。すべての算術演算は、長整数としてオーバーフロー

のチェックなしで実行されます。このアプレットにステートメントが関連付けられていない場
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合、イベントは引き続きトリガーされますがアクションまたは結果は発生しません。設定の終了

時に、このアプレットにステートメントが関連付けられていないことを示す警告メッセージが表

示されます。

Tool Command Language（Tcl）と CLIアプレットベースの EEMポリシーの間でカスタマー向けの
一貫したユーザインターフェイスを実現するには、次の基準に従います。

• Tclベースの実装では、イベント仕様基準は TCLで記述されます。

•アプレットベースの実装では、イベント仕様データは CLIアプレットサブモードコンフィ
ギュレーション文を使用して記述されます。

アプレットベースの実装では、一部のキーワードが必要以上に長いか、ハイフンで連結されてい

るように見えますが、これは Tclベースの実装が最初に開発され、導入されているためです。

アプレットコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始後、event manager applet applet-nameコマンドを使用します。アプレットコン
フィギュレーションモードでは、configプロンプトが、(config-applet)#に変わります。アプレッ
トコンフィギュレーションモードでは、3種類のコンフィギュレーション文がサポートされてい
ます。

• event：このアプレットの実行の原因となる、イベント基準を指定します。

• action：組み込みアクションを実行します。

• set：アプレット変数を設定します（現在、サポートされている変数は_exit_statusのみです）。

___________________
例 次に、同期アプレットのローカル ttyから入力を取得して値を格納する例を示します。

Router(config)# event manager applet action
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action label2 gets input
Router(config-applet)# action label3 syslog msg “Input entered was \”$input\“”

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、同期
アプレットのローカル ttyに直接データを出力
します。

action puts
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action if
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、if条件付きブロックの開始
を識別するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action ifコマンドを使用します。
if条件付きアクションブロックを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label if [ string-op-1 ] {eq| gt| ge| lt| le| ne} [ string-op-2 ]

no action label if

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

（任意）ストリングの文字の範囲を置き換える

一連の文字。

string-op-1

2個の文字列を比較するために使用されるEqual
Toキーワード。

eq

2個の文字列を比較するために使用される
Greater Thanキーワード。

gt

2個の文字列を比較するために使用される
Greater Than or Equal Toキーワード。

ge

2個の文字列を比較するために使用される Less
Thanキーワード。

lt

2個の文字列を比較するために使用される Less
Than or Equal Toキーワード。

le

2個の文字列を比較するために使用される Not
Equal Toキーワード。

ne

（任意）ストリングの文字の範囲を置き換える

一連の文字。

string-op-2
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___________________
コマンドデフォルト アプレットコンフィギュレーションモードでコマンドを入力しなかった場合、設定を終了したと

きに個別のアプレットが削除されます。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action ifコマンドを使用して、if条件付きアクションブロックの開始を識別します。すべての算

術演算は、長整数としてオーバーフローのチェックなしで実行されます。goto labelオプションを
使用している場合、if機能ではアクションブロックの開始は識別されませんが、アプレットは、
条件が真の場合は特定のラベルにジャンプするように指示されます。

このアプレットにステートメントが関連付けられていない場合、イベントは引き続きトリガーさ

れますがアクションまたは結果は発生しません。設定の終了時に、このアプレットにステートメ

ントが関連付けられていないことを示す警告メッセージが表示されます。

Tool Command Language（Tcl）と CLIアプレットベースの EEMポリシーの間でカスタマー向けの
一貫したユーザインターフェイスを実現するには、次の基準に従います。

• Tclベースの実装では、イベント仕様基準は TCLで記述されます。

•アプレットベースの実装では、イベント仕様データは CLIアプレットサブモードコンフィ
ギュレーション文を使用して記述されます。

アプレットベースの実装では、一部のキーワードが必要以上に長いか、ハイフンで連結されてい

るように見えますが、これは Tclベースの実装が最初に開発され、導入されているためです。

アプレットコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始後、event manager applet applet-nameコマンドを使用します。アプレットコン
フィギュレーションモードでは、configプロンプトが、(config-applet)#に変わります。アプレッ
トコンフィギュレーションモードでは、3種類のコンフィギュレーション文がサポートされてい
ます。

• event：このアプレットの実行の原因となる、イベント基準を指定します。

• action：組み込みアクションを実行します。

• set：アプレット変数を設定します（現在、サポートされている変数は_exit_statusのみです）。
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___________________
例 次に、if条件付きブロックの開始を識別する例を示します。

Router(config)# event manager applet action
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1.0 set x "5"
Router(config-applet)# action 2.0 if $x lt 10
Router(config-applet)# action 3.0 puts "$x is less than 10"
Router(config-applet)# action 4.0 end
Router# event manager run action
5 is less than 10
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、else/if
条件付きブロックの else条件付きアクションブ
ロックの開始を識別します。

action elseif

EEMアプレットがトリガーされたときに、条件
が真の場合は特定のラベルにジャンプするよう

にアプレットに指示します。

action ifgoto
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action ifgoto
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、指定された条件が真の場
合は、特定のラベルにジャンプするようにアプレットに指示するには、アプレットコンフィギュ

レーションモードで action ifgotoコマンドを使用します。アプレットジャンプのプロセスをキャ
ンセルするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label-1 if [ string-op-1 ] {eq| gt| ge| lt| le| ne} [ string-op-2 ] goto label-2

no action label ifgoto

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label-1

（任意）ストリングの文字の範囲を置き換える

一連の文字。

string-op-1

2個の文字列を比較するために使用されるEqual
Toキーワード。

eq

2個の文字列を比較するために使用される
Greater Thanキーワード。

gt

2個の文字列を比較するために使用される
Greater Than Or Equal Toキーワード。

ge

2個の文字列を比較するために使用される Less
Thanキーワード。

lt

2個の文字列を比較するために使用される Less
Than Or Equal Toキーワード。

le

2個の文字列を比較するために使用される Not
Equal Toキーワード。

ne

（任意）ストリングの文字の範囲を置き換える

一連の文字。

string-op-2
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一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label-2

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

___________________
コマンドデフォルト アプレットコンフィギュレーションモードでコマンドを入力しなかった場合、設定を終了したと

きに個別のアプレットが削除されます。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action ifgotoコマンドを使用して、指定された条件が真の場合は、特定のラベルにジャンプするよ

うにアプレットに指示します。 goto labelオプションを使用する場合、action ifコマンドではアク
ションブロックの開始は識別されません。 Gotoアクションは、if/gotoフォーマット内でのみサ
ポートされます。 ifを使用しないで gotoをシミュレーションするには、常に真のテストを使用し
ます。すべての算術演算は、長整数としてオーバーフローのチェックなしで実行されます。この

アプレットにステートメントが関連付けられていない場合、イベントは引き続きトリガーされま

すがアクションまたは結果は発生しません。設定の終了時に、このアプレットにステートメント

が関連付けられていないことを示す警告メッセージが表示されます。

Tool Command Language（Tcl）と CLIアプレットベースの EEMポリシーの間でカスタマー向けの
一貫したユーザインターフェイスを実現するには、次の基準に従います。

• Tclベースの実装では、イベント仕様基準は TCLで記述されます。
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•アプレットベースの実装では、イベント仕様データは CLIアプレットサブモードコンフィ
ギュレーション文を使用して記述されます。

アプレットベースの実装では、一部のキーワードが必要以上に長いか、ハイフンで連結されてい

るように見えますが、これは Tclベースの実装が最初に開発され、導入されているためです。

アプレットコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードで event manager applet applet-nameコマンドを使用します。アプレットコンフィギュ
レーションモードでは、configプロンプトが、(config-applet)#に変わります。アプレットコン
フィギュレーションモードでは、3種類のコンフィギュレーション文がサポートされています。

• event：このアプレットの実行の原因となる、イベント基準を指定します。

• action：組み込みアクションを実行します。

• set：アプレット変数を設定します（現在、サポートされている変数は_exit_statusのみです）。

___________________
例 次に、特定のラベルにジャンプすることをアプレットに指示する例を示します。

Router(config)# event manager applet action
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set x "5"
Router(config-applet)# action 2 if $x lt 10 goto 4
Router(config-applet)# action 3 puts "skipping this"
Router(config-applet)# action 4 puts "jumped to action 4"
Router(config-applet)# action 5 end
Router# event manager run action
jumped to action 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、else
条件付きアクションブロックの開始を識別しま

す。

action else

EEMアプレットがトリガーされたときに、if条
件付きアクションブロックの開始を識別しま

す。

action if
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action increment
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、変数の値を増分するアク
ションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action incrementコマンド
を使用します。アプレットからアクションを削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

action label increment variable-name long-integer

no action label increment

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

指定された長整数で、変数の値を増分します。increment

変数名として配置されるストリング値。variable-name

変数が増分する長整数値。long-integer

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、EEMアプレット内に設定された変数の値は変更されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、変数の値を増分できます。変数の値は長整数である必要があり、これ

以外の場合はアクションが失敗します。
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___________________
例 次に、変数の値を増分するように EEMアプレットを設定する例を示します。

Router(config)#event manager applet one
Router(config-applet)#action 1.0 set varname 20
Router(config-applet)#action 1.0 increment varname 12
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet

   Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
32

A から action snmp までのコマンド
action increment



action info type interface-names
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、インターフェイス名を取
得するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action info type interface-namesコマン
ドを使用します。インターフェイス名を取得するアクションをディセーブルにするには、このコ

マンドの no形式を使用します。

action label info type interface-names [include string-operator| exclude string-operator| regexp
regular-expression]

no action label info type

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

（任意）ストリングパターンを含むすべてのイ

ンターフェイス名が含まれます。

include

（任意）ストリングパターンを含むすべてのイ

ンターフェイス名が除外されます。

exclude

（任意）インターフェイス名を含めるまたは除

外するためのストリングパターン。

string-operator

（任意）指定された正規表現に一致するすべて

のインターフェイスを取得します。

regexp

（任意）正規表現パターン。たとえば、[^abc]
とします。

regular-expression

___________________
コマンドデフォルト 現在のすべてのインターフェイス名がデータベースから取得されます。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action info type interface-namesコマンドは、現在のインターフェイス名を取得し、

$_info_interface_names組み込み変数にスペースで区切ったリストとして格納します。

___________________
例 次に、インターフェイス名に「eth」が含まれるものを取得するように指定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# event manager applet interface-app
Router(config-applet)# action 1.2 info type interface-names include eth

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action info type snmp getid
SNMP get操作中に簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エンティティから個別の変数を取
得するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action info type snmp getidコマンドを
使用します。 SNMPからの個別の変数の取得をディセーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

action label info type snmp getid oid-value [community community-string] [ipaddr ip-address]

no action label info type

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

SNMP変数を取得します。getid

SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。オブジェクト IDは、一連
の整数値またはテキスト文字列で表されます。

たとえば、インターフェイスMIBのオブジェ
クト名は 1.3.6.1.2.1.2または
iso.internet.mgmt.mib-2.interfacesと表すことがで
きます。

OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。一部の OID型のモニタリ
ングが可能です。次のタイプが有効です。

• INTEGER_TYPE

• COUNTER_TYPE

• GAUGE_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

oid-value
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（任意）SNMPエンティティにアクセスするコ
ミュニティストリングを指定します。

community

（任意）SNMPコミュニティストリング。コ
ミュニティストリングは、SNMPエンティティ
にアクセスするためのパスワードと同様に機能

します。ストリングは 1～ 32文字の英数字で
構成され、次のタイプのコミュニティストリン

グのいずれかに設定できます。

• ro：SNMPエンティティへの読み取り専用
アクセスを設定します。このコミュニティ

ストリングのデフォルト値はpublicです。

• rw：SNMPエンティティへの読み取り/書
き込みアクセスを設定します。このコミュ

ニティストリングのデフォルト値はprivate
です。

community-string

（任意）SNMPエンティティの IPアドレスを指
定します。

ipaddr

（任意）SNMP getおよび set操作のためにオブ
ジェクトを取得する、ネットワーク管理システ

ム（NMS）の IPアドレス。

ip-address

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン 次の表に、SNMP get操作から取得された変数が保存される組み込み変数を示します。

表 2：action info コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

sysName変数の OID値。$_info_snmp_sysname_oid
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説明組み込み変数

sysName変数の値文字列。$_ info_snmp_sysname_value

sysLocation変数の OID値。$_info_snmp_syslocation_oid

sysLocation変数の値文字列。$_info_snmp_syslocation_value

sysDescr変数の OID値。$_info_snmp_sysdescr_oid

sysDescr変数の値文字列。$_info_snmp_sysdescr_value

sysObjectID変数の OID値。$_info_snmp_sysobjectid_oid

sysObjectID変数の値文字列。$_info_snmp_sysobjectid_value

sysUptime変数の OID値。$_info_snmp_sysuptime_oid

sysUptime変数の値文字列。$_info_snmp_sysuptime_value

sysContact変数の OID値。$_info_snmp_syscontact_oid

sysContact変数の値文字列。$_info_snmp_syscontact_value

___________________
例 次に、SNMPエンティティから sysDescr.0変数を取得する例を示します。

Router(config)# event manager applet
Router(config-applet)# action 1.3 info type snmp getid 1.3.6.1.2.1.1.1.0 community public
ipaddr 172.17.16.69
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet

SNMPエンティティへのアクセスをイネーブル
にするコミュニティアクセスストリングを設

定します。

snmp-server community
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action info type snmp inform
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）インフォーム要求を送信するには、アプレットコンフィギュレーションモー
ドで action info type snmp informコマンドを使用します。 SNMPインフォーム要求の送信をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label info type snmp inform trap-oid trap-oid-value trap-var trap-variable community
community-string ipaddr ip-address

no action label info type

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

SNMPトラップを生成するオブジェクトのオブ
ジェクト IDを指定します。

trap-oid

SNMPトラップを生成するオブジェクトのOID
値。

trap-oid-value

トラップを生成するオブジェクトのインスタン

スに関連付けられた変数を指定します。

trap-var

SNMPトラップを生成するオブジェクトの変数
の値。

trap-variable

SNMPエンティティにアクセスするコミュニ
ティストリングを指定します。

community
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SNMPコミュニティストリング。コミュニティ
ストリングは、SNMPエンティティにアクセス
するためのパスワードと同様に機能します。ス

トリングは 1～ 32文字の英数字で構成され、
次のいずれかに設定できます。

• ro：SNMPエンティティへの読み取り専用
アクセスを設定します。このコミュニティ

ストリングのデフォルト値はpublicです。

• rw：SNMPエンティティへの読み取り/書
き込みアクセスを設定します。このコミュ

ニティストリングのデフォルト値はprivate
です。

community-string

SNMPエンティティの IPアドレスを指定しま
す。

ipaddr

SNMP getおよび set操作のためにオブジェクト
を取得する、ネットワーク管理システム

（NMS）の IPアドレス。

ip-address

___________________
コマンドデフォルト SNMPインフォーム要求はデフォルトで送信されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン SNMPインフォーム要求は、SNMPマネージャにネットワーク状態を警告する SNMP通知で、

SNMPマネージャからの受信の確認を要求します。
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___________________
例 次に、SNMPインフォーム要求を送信する例を示します。

Router(config)# event manager applet
Router(config-applet)# action 1.4 info type snmp inform trap-oid 1.3.6.1.4.1.1.226.0.2.1
trap-var sysUpTime community public ipaddr 172.69.16.2
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet

SNMPエンティティへのアクセスをイネーブル
にするコミュニティアクセスストリングを設

定します。

snmp-server community

システムで使用可能なすべてのSNMP通知タイ
プをイネーブルにします。

snmp-server enable traps
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action info type snmp oid
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、SNMP set操作中に取得さ
れるオブジェクトと簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）のタイプを指定するには、アプ
レットコンフィギュレーションモードで action info type snmp oidコマンドを使用します。この
機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label info type snmp oid oid-value {get-type {exact| next} [community community-string]| set-type
oid-type oid-type-value community community-string} [ipaddr ip-address]

no action label info type

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

SNMPオブジェクト ID（OID）で指定された
SNMPオブジェクトの値を要求します。

oid

SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。オブジェクト IDは、一連
の整数値またはテキスト文字列で表されます。

たとえば、インターフェイスMIBのオブジェ
クト名は 1.3.6.1.2.1.2または
iso.internet.mgmt.mib-2.interfacesと表すことがで
きます。

OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。一部の OID型のモニタリ
ングが可能です。次のタイプが有効です。

• INTEGER_TYPE

• COUNTER_TYPE

• GAUGE_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

oid-value
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oid-value引数で指定したオブジェクト IDに適
用されるSNMPget操作のタイプを指定します。

• exact：（任意）oid-value引数で指定した
オブジェクト IDを取得します。

• next：（任意）oid-value引数で指定したオ
ブジェクト IDの英数字順でオブジェクト
IDを取得します。

get-type

SNMPエンティティにアクセスするコミュニ
ティストリングを指定します。

community

SNMPコミュニティストリング。コミュニティ
ストリングは、SNMPエンティティにアクセス
するためのパスワードと同様に機能します。ス

トリングは 1～ 32文字の英数字で構成され、
次のいずれかに設定できます。

• ro：SNMPエンティティへの読み取り専用
アクセスを設定します。このコミュニティ

ストリングのデフォルト値はpublicです。

• rw：SNMPエンティティへの読み取り/書
き込みアクセスを設定します。このコミュ

ニティストリングのデフォルト値はprivate
です。

community-string

SNMPset操作中に取得するオブジェクトのタイ
プを指定します。 set操作を実行するには、
OID、OIDタイプ、および値を指定する必要が
あります。

set-type
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OIDのタイプ。次の値が有効です。

• counter32：最小値が 0の 32ビットの数
値。最大値に到達すると、カウンタが 0
にリセットされます。

• gauge：最小値が 0の 32ビットの数値。
たとえば、gaugeオブジェクトタイプを使
用して、ルータ上のインターフェイスの速

度を測定できます。

• integer：管理対象オブジェクトのコンテキ
スト内の番号が付けられたタイプを指定す

る場合は、32ビットの数字が使用されま
す。たとえば、ルータインターフェイス

の動作ステータスを 1に設定した場合は
アップ、2に設定した場合はダウンを示し
ます。

• ipv4：IPバージョン 4アドレス。

• octet string：物理アドレスを表すために使
用される、16進表記のオクテット文字列。

• string：テキスト文字列を表すために使用
される、テキスト表記のオクテット文字

列。

• unsigned32：10進数の値を表すために使用
される、32ビット番号。

oid-type

SNMP set操作用に指定された OIDタイプの整
数またはテキストストリング値。各 OIDタイ
プで有効な値は次のとおりです。

• counter：0～4294967295の範囲の整数値。

• gauge：0～ 4294967295の範囲の整数値。

• integer：0～ 4294967295の範囲の整数値。

• ipv4：ドット付き 10進表記の IPv4アドレ
ス。

• octet string：テキストストリング。

• string：テキストストリング。

• unassigned32：0～ 4294967295の範囲の符
号なし整数値。

oid-type-value
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（任意）SNMPエンティティの IPアドレスを指
定します。

ipaddr

（任意）SNMP getおよび set操作のためにオブ
ジェクトを取得する、ネットワーク管理システ

ム（NMS）の IPアドレス。

ip-address

___________________
コマンドデフォルト EEMアプレットがトリガーされたときに、SNMP setまたは get操作の要求は送信されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフト
ウェアモジュラリティイメージだけをサポートするようになりま

した。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されまし
た。

12.2(18)SXF5

set-type、community、および ipaddrキーワードが追加されました。12.4(22)T

___________________
使用上のガイドライン SNMP set操作は個々の変数を SNMPエンティティに設定し、SNMP get操作は SNMPエンティ

ティから個々の変数を取得します。

次の表に、SNMP getおよび set操作の結果が保存される組み込み変数を示します。

表 3：action info コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

SNMPオブジェクト ID。$_info_snmp_oid
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説明組み込み変数

割り当てられた SNMPデータエレメントの値
文字列。

$_info_snmp_value

___________________
例 次に、SNMPエンティティからオブジェクトの個々の変数を取得する例を示します。

Router(config)# event manager applet
Router(config-applet)# action 1.3 info type snmp oid 1.3.6.1.4.1.9.9.48.1.1.1.6.1 get-type
exact community public ipaddr 172.17.16.69
Router(config-applet)#

次に、SNMPエンティティに個々の変数を設定する例を示します。

Router(config)# event manager applet
Router(config-applet)# action 1.4 info type snmp oid 1.3.6.1.4.1.9.9.48.1.1.1.6.1 set-type
integer 42220 sysName.0 community public ipaddr 172.17.16.69
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet

SNMPエンティティへのアクセスをイネーブル
にするコミュニティアクセスストリングを設

定します。

snmp-server community
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action info type snmp trap
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）トラップ要求を送信するには、アプレットコンフィギュレーションモードで
action info type snmp trapコマンドを使用します。 SNMPトラップ要求の送信をディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label info type snmp trap enterprise-oid enterprise-oid-value generic-trapnum generic-trap-number
specific-trapnum specific-trap-number trap-oid trap-oid-value trap-var trap-variable

no action label info type

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

SNMPトラップの要求を送信します。trap

オブジェクトのエンタープライズOID値を指定
します。

enterprise-oid

SNMPトラップを生成するオブジェクトのエン
タープライズ OID値。 OID値はエンタープラ
イズ固有で、一連の整数またはテキストストリ

ングで表されます。

enterprise-oid-value

汎用 SNMPトラップ番号を指定します。generic-trapnum

汎用トラップ番号。次の汎用トラップおよびト

ラップ番号が有効です。

• coldStart（0）

• warmStart（1）

• linkDown（2）

• linkUp（3）

• authenticationFaliure（4）

• egpNeighborLoss（5）

• enterpriseSpecific（6）

generic-trap-number
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汎用トラップ番号が 6に設定されていない場合
に、エンタープライズ固有のトラップを指定し

ます。

specific-trapnum

エンタープライズイベントに固有のトラップに

関連付けられた番号。

specific-trap-number

SNMPトラップを生成するオブジェクトのオブ
ジェクト IDを指定します。

trap-oid

SNMPトラップを生成するオブジェクトのOID
値。

trap-oid-value

トラップを生成するオブジェクトのインスタン

スに関連付けられた変数を指定します。

trap-var

SNMPトラップを生成するオブジェクトの変数
の値。

trap-variable

___________________
コマンドデフォルト SNMPトラップ要求はデフォルトで送信されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン トラップは、SNMPマネージャまたは NMSにネットワーク状態を警告する SNMP通知です。

SNMPインフォーム要求とは異なり、トラップは SNMPマネージャに受信確認を要求しません。

___________________
例 次に、SNMPトラップ要求を送信する例を示します。

Router(config)# event manager applet
Router(config-applet)# action 1.4 info type snmp trap enterprise-oid 1.3.6.1.4.1.1
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generic-trapnum 4 specific-trapnum 7 trap-oid 1.3.6.1.4.1.1.226.0.2.1 trap-var sysUpTime
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet

システムで使用可能なすべてのSNMP通知タイ
プをイネーブルにします。

snmp-server enable traps
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action info type snmp var
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットから簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）オブ
ジェクト ID（OID）の変数およびその値を作成するには、アプレットコンフィギュレーション
モードで action info type snmp varコマンドを使用します。変数を削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

action label info type snmp var variable-name oid oid-value oid-type oid-type-value

no action label info type

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

SNMPMIBオブジェクトのSNMP変数またはオ
ブジェクトインスタンスを指定します。

var

SNMP変数の名前。たとえば、sysDescr.0。variable-name

SNMPOIDで指定されたSNMPオブジェクトの
値を要求します。

oid
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SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。オブジェクト IDは、一連
の整数値またはテキスト文字列で表されます。

たとえば、インターフェイスMIBのオブジェ
クト名は 1.3.6.1.2.1.2または
iso.internet.mgmt.mib-2.interfacesと表すことがで
きます。

OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。一部の OID型のモニタリ
ングが可能です。次のタイプが有効です。

• INTEGER_TYPE

• COUNTER_TYPE

• GAUGE_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

oid-value
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OIDのタイプ。次の値が有効です。

• counter32：最小値が 0の 32ビットの数
値。最大値に到達すると、カウンタが 0
にリセットされます。

• gauge：最小値が 0の 32ビットの数値。
たとえば、gaugeオブジェクトタイプを使
用して、ルータ上のインターフェイスの速

度を測定できます。

• integer：管理対象オブジェクトのコンテキ
スト内の番号が付けられたタイプを指定す

る場合は、32ビットの数字が使用されま
す。たとえば、ルータインターフェイス

の動作ステータスを 1に設定した場合は
アップ、2に設定した場合はダウンを示し
ます。

• ipv4：IPバージョン 4アドレス。

• octet string：物理アドレスを表すために使
用される、16進表記のオクテット文字列。

• string：テキスト文字列を表すために使用
される、テキスト表記のオクテット文字

列。

• unsigned32：10進数の値を表すために使用
される、32ビット番号。

oid-type

変数を作成するために指定されたOIDタイプの
整数またはテキストストリング値。各 OIDタ
イプで有効な値は次のとおりです。

• counter：0～4294967295の範囲の整数値。

• gauge：0～ 4294967295の範囲の整数値。

• integer：0～ 4294967295の範囲の整数値。

• ipv4：ドット付き 10進表記の IPv4アドレ
ス。

• octet string：テキストストリング。

• string：テキストストリング。

• unassigned32：0～ 4294967295の範囲の符
号なし整数値。

oid-type-value
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、EEMアプレットがトリガーされたときに変数は作成されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン 変数は、OIDとインスタンスによって識別されます。一般的に、インスタンスは、OIDに .0を追

加することで指定されます。たとえば、sysDescr.0。

___________________
例 次に、オブジェクト IDの変数を作成する例を示します。

Router(config)# event manager applet
Router(config-applet)# action 1.3 info type snmp var sysDescr.0 oid
1.3.6.1.4.1.9.9.48.1.1.1.6.1 integer 4220
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action multiply
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、変数の値を指定された特
定の整数の値で乗算するアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモード

で action multiplyコマンドを使用します。計算プロセスを削除するには、このコマンドの no形
式を使用します。

action label multiply [long-integer-1| variable-name-1] [long-integer-2| variable-name-2]

no action label multiply

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

（任意）乗算の最初の整数値。long-integer-1

（任意）乗算の最初の変数名。乗数の変数名に

格納されている値は長整数値である必要があり

ます。そうしないと、アクションは失敗しま

す。

variable-name-1

（任意）乗算の 2番目の整数値。long-integer-2

（任意）乗算の2番目の変数名。乗数の変数名
に格納されている値は長整数値である必要があ

ります。そうしないと、アクションは失敗しま

す。

variable-name-2

___________________
コマンドデフォルト アプレットコンフィギュレーションモードでコマンドを入力しなかった場合、設定を終了したと

きに個別のアプレットが登録されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action multiplyコマンドを使用して、変数の値を特定の整数値で乗算します。すべての算術演算

は、長整数としてオーバーフローのチェックなしで実行されます。このアプレットにステートメ

ントが関連付けられていない場合、イベントは引き続きトリガーされますがアクションまたは結

果は発生しません。設定の終了時に、このアプレットにステートメントが関連付けられていない

ことを示す警告メッセージが表示されます。 actionmultiplyコマンドの結果は、すべて $_resultに
格納されます。

Tool Command Language（Tcl）と CLIアプレットベースの EEMポリシーの間でカスタマー向けの
一貫したユーザインターフェイスを実現するには、次の基準に従います。

• Tclベースの実装では、イベント仕様基準は TCLで記述されます。

•アプレットベースの実装では、イベント仕様データは CLIアプレットサブモードコンフィ
ギュレーション文を使用して記述されます。

アプレットベースの実装では、一部のキーワードが必要以上に長いか、ハイフンで連結されてい

るように見えますが、これは Tclベースの実装が最初に開発され、導入されているためです。

アプレットコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始後、event manager applet applet-nameコマンドを使用します。アプレットコン
フィギュレーションモードでは、configプロンプトが、(config-applet)#に変わります。アプレッ
トコンフィギュレーションモードでは、3種類のコンフィギュレーション文がサポートされてい
ます。

• event：このアプレットの実行の原因となる、イベント基準を指定します。

• action：組み込みアクションを実行します。

• set：アプレット変数を設定します（現在、サポートされている変数は_exit_statusのみです）。

___________________
例 次に、保存された変数の値を乗算する例を示します。

Router(config)# event manager applet action
Router(config-applet)# action label2 multiply 23 25

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、変数
の値に特定の値を加算します。

action add
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説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、変数
の値を特定の値で除算します。

action divide

EEMアプレットがトリガーされたときに、変数
の値から特定の値を減算します。

action subtract
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action puts
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、ローカル ttyに直接データ
を出力するアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action puts
コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

action label puts [nonewline] string

no action label puts

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

（任意）改行文字の表示を抑制します。nonewline

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string

___________________
コマンドデフォルト データはローカル TTYに出力されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action putsコマンドは、同期イベントに適用されます。同期アプレットに対するこのコマンドの

出力は、syslogをバイパスして ttyに直接表示されます。非同期イベントの場合、このコマンドの
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デフォルトは syslogです。 nonewlineキーワードは、改行文字の表示を抑制します。非同期アプ
レットの action putsコマンドの出力は、ロガーに向けられます。

___________________
例 次に、ローカル ttyに直接データを出力する例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet puts
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 regexp "(.*) (.*) (.*)" "one two three" _match _sub1
Router(config-applet)# action 2 puts "match is $_match"
Router(config-applet)# action 3 puts "submatch 1 is $_sub1"
Router# event manager run puts
match is one two three
submatch 1 is one
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ローカル ttyから入力を取得し、特定の変数に
値を格納します。

action gets

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action regexp
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、入力ストリングで正規表
現パターンをマッチングするには、アプレットコンフィギュレーションモードで action regexp
コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

action label regexp string-pattern string-input [string-match [ string-submatch1 ] [ string-submatch2 ]
[ string-submatch3 ]]

no action label regexp

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

正規表現パターンマッチングに使用する文字の

シーケンス。

string-pattern

入力として使用する文字のシーケンス。string-input

（任意）全体一致を格納する変数名。string-match

（任意）存在するすべてのサブマッチを格納す

る変数名。最大 3個のサブマッチストリング
を指定できます。

string-submatch

___________________
コマンドデフォルト 正規表現パターンのマッチングは行われません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

   Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
58

A から action snmp までのコマンド
action regexp



___________________
使用上のガイドライン string-pattern引数は正規表現です。ストリングの一部がパターンに一致する場合は 1、それ以外

の場合は 0を返します。オプションの string-matchおよび string-submatch引数は、マッチングの
結果を格納します。

次の表に、action regexpコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 4：action regexp コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

正規表現パターンマッチングの結果がこの変数

に格納されます。

$_regexp_result

___________________
例 次に、正規表現マッチングを定義する例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet regexp
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 regexp "(.*) (.*) (.*)" "one two three" _match _sub1
Router(config-applet)# action 2 puts "match is $_match"
Router(config-applet)# action 3 puts "submatch 1 is $_sub1"
Router# event manager run regexp
match is one two three
submatch 1 is one
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action set（EEM）
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、変数の値を設定するには、
アプレットコンフィギュレーションモードで action setコマンドを使用します。 EEMアプレット
変数の値を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label set variable-name variable-value

no action label set

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

設定する変数に割り当てられた名前。variable-name

変数の値。variable-value

___________________
コマンドデフォルト 変数の値は設定されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 set（EEM）コマンドが、このコ
マンドに置き換えられました。

12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SREに統合されました。12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action setコマンドを使用して、EEMアプレットがトリガーされたときに、変数の値を設定しま

す。
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___________________
例 次に、変数の値を設定する例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet set
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set str “this is some text”
Router(config-applet)# action 2 string range “$str” 0 6
Router(config-applet)# action 3 puts “$_string_result”
Router# event manager run set
“this is”
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string から D までのコマンド

• action stringから Dまでのコマンド, 63 ページ

action string から D までのコマンド
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action string compare
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、2つの等しくないストリン
グを比較するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action string compareコマンド
を使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label string compare [nocase] [length integer] string1 string2

no action label string compare

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

（任意）大文字と小文字を区別しない比較を指

定します。

nocase

（任意）比較を最初の整数文字に制限します。length

（任意）length引数の有効な値の範囲は 1～
4294967295です。

integer

文字のシーケンス。string1

文字のシーケンス。string2

___________________
コマンドデフォルト 等しくないストリングは比較されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン ストリングの比較は、左から右に向かってバイトごとに行われます。ストリングの長さが等しく

ない場合、長いストリングのほうが短いストリングよりも多く比較されます。actionstringcompare
コマンドは、2つの等しくないストリングを強制的に比較し、続けてストリング比較の結果で整
数比較を行います。

2つの等しい同じ文字列を比較した場合の結果は0、一方のストリングが他方のストリングの前に
ソートされる場合の結果は -1になります。その他のすべての比較の結果は 1です。比較されて
いる文字列が整数に変換された場合は、strcmpコマンドを使用して結果同士の比較が行われま
す。

次の表に、action string compareコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 5：action string compare コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string compareコマンドの結果がこの変
数に格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、2つの等しくないストリングを比較する例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet compare
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set str "this contains some $str"
Router(config-applet)# action 2 string compare nocase length 3 “contains” “$str”

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string equal
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、2つのストリングが等しい
かどうかを確認するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action string equalコマ
ンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

action label string equal [nocase] [length integer] string1 string2

no action label string equal

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

（任意）大文字と小文字を区別しない比較を指

定します。

nocase

（任意）値の長さを指定して比較を制限しま

す。

length

（任意）length引数の有効な値の範囲は 1～
4294967295です。

integer

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string1

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string2

___________________
コマンドデフォルト ストリングが等しいかどうかは確認されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action string equalコマンドは、2つのストリングを比較し、ストリングが等しい場合は 1を返し

ます。大文字と小文字を区別しないで比較する場合は、nocaseを使用します。

次の表に、action string equalコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 6：action string equal コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string equalコマンドの結果がこの変数に
格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、2つのストリングが等しいかどうかを確認する例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet equal
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set str "this contains some data"
Router(config-applet)# action 2 string equal "contains" "data"

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string first
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、string1の最初の出現で、
インデックスを string2に返すには、アプレットコンフィギュレーションモードで action string
firstコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

action label string first string1 string2 [ index-value ]

no action label string first

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string1

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string2

（任意）最初のテストを開始するインデックス

値。番号の範囲は 0～ 4294967295です。
index-value

___________________
コマンドデフォルト string1の最初の出現で、インデックスは string2に返されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

   Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
68

action string から D までのコマンド
action string first



___________________
使用上のガイドライン string1の最初の出現で、string2にインデックスが配置されます。 string1が見つからない場合は、

-1を返します。

次の表に、action string firstコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 7：action string first コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string firstコマンドの結果がこの変数に
格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、string1の最初の出現で、インデックスを string2に返す例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet first
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set str "this contains some data"
Router(config-applet)# action 2 string first "contains" "$str"
Router(config-applet)# action 3 puts "$_string_result"
Router# event manager run first
5
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

string1の最後の出現で、string2にインデックス
を返します。

action string last

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string index
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、特定のインデックス値に
指定された文字を返すには、アプレットコンフィギュレーションモードで action string indexコ
マンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、コマンドの no形式を使用します。

action label string index string [value| end]

no action label string index

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string

（任意）インデックス値。番号の範囲は 0～
4294967295です。カウントは 0から始まりま
す。

value

（任意）ストリングの最後の文字。end

___________________
コマンドデフォルト 特定のインデックス値で指定された文字は返されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン インデックス番号はゼロから始まります。 end引数は、ストリングの最後の文字に使用します。
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次の表に、action string indexコマンドが文字を保存する組み込み変数を示します。

表 8：action string index コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string indexコマンドは、この変数に文字
を格納します。

$_string_result

___________________
例 次に、特定のインデックス値で指定された文字を返す例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet index
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set str "this is text"
Router(config-applet)# action 2 string index "$str" 8
Router(config-applet)# action 3 puts "$_string_result"
Router# event manager run index
t
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string last
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、string1の最後の出現で、
インデックスを string2に返すには、アプレットコンフィギュレーションモードで action string
lastコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用
します。

action label string last string1 string2 [ index-value ]

no action label string last

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string1

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string2

（任意）最後のテストを開始するインデックス

値。番号の範囲は 0～ 4294967295です。
index-value

___________________
コマンドデフォルト string1の最後の出現で、インデックスは string2に返されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン string1の最初の出現で、string2にインデックスが配置されます。 string1が見つからない場合は、

-1を返します。

次の表に、action string lastコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 9：action string last コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string lastコマンドの結果がこの変数に格
納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、string1の最後の出現で、インデックスを string2に返す例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet last
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set str "this contains some data"
Router(config-applet)# action 2 string last "contains" "$str"
Router(config-applet)# action 3 puts "$_string_result"
Router# event manager run last
5
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

string1の最初の出現で、string2にインデックス
を返します。

action string first

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string length
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、ストリング内の文字数を
返すには、アプレットコンフィギュレーションモードで action string lengthコマンドを使用しま
す。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label string length string

no action label string length

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string

___________________
コマンドデフォルト ストリングの文字数は返されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action string lengthコマンドを使用して、EEMアプレットがトリガーされたときにストリング内

の文字数を返すアクションを指定します。

次の表に、action string lengthコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。
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表 10：action string length コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string lengthコマンドの結果がこの変数
に格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、ストリング内の文字数を返す例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet length
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set str "this contains some data"
Router(config-applet)# action 2 string length "contains"
Router(config-applet)# action 3 puts "$_string_result"
Router# event manager run length
8
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet

Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）

75

action string から D までのコマンド
action string length



action string match
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、ストリングがパターンに
一致する場合は $_string_resultに 1を返すには、アプレットコンフィギュレーションモードで
action string matchコマンドを使用します。このアクションをディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

action label string match [nocase] string-pattern string

no action label string match

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

（任意）大文字と小文字を区別しない比較を指

定します。

nocase

大文字と小文字を区別しない比較のパターン。string-pattern

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string

___________________
コマンドデフォルト ストリングのパターンマッチングの結果は、$_string_resultに返されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン ストリングが指定されたパターンに一致する場合、結果は1です。パターンが一致しない場合は、

結果は 0です。

次の表に、action string matchコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 11：action string match コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string matchコマンドの結果がこの変数
に格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、ストリングがパターンに一致した場合に $_string_resultに 1に返す例を示します。

Router(config-applet)# event manager applet match
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1 set str “this is some text”
Router(config-applet)# action 2 string match “$str” “this is”
Router(config-applet)# action 3 puts “$_string_result”
Router# event manager run match
1
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string range
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、文字の範囲をストリング
に保存するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action string rangeコマンドを使
用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label string range string start-index end-index

no action label string range

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

最大 4294967295文字の文字のシーケンス。ス
トリングに空白が含まれる場合は二重引用符で

囲みます。

string

開始インデックスのストリング値。指定できる

範囲は 0～ 4294967295です。
start-index

終了インデックスのストリング値。指定できる

範囲は 0～ 4294967295です。
end-index

___________________
コマンドデフォルト ストリングは保存されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン action stringrangeコマンドを使用して、EEMアプレットがトリガーされたときに文字の範囲をス

トリングに保存するアクションを指定します。 start-indexおよび end-index引数は、操作対象のス
トリングの範囲を指定します。

次の表に、action string rangeコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 12：action string range コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string rangeコマンドの結果がこの変数に
格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、指定したストリングに文字の範囲を保存する例を示します。

Router(config)# event manager applet store
Router(config-applet)#
action 1.0 set string “This is some text”
Router(config-applet)# action 2.0 string range “$string” 0 6
Router(config-applet)# action 3.0 puts “$_string_result”
Router(config-applet)# end
Router# event manager run store
this is
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string replace
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、指定したストリングの文
字の範囲を置き換えることで新しいストリングを保存するには、アプレットコンフィギュレー

ションモードで action string replaceコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

action label string replace string start-index end-index [ new-string ]

no action label string replace

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

最大 4294967295文字の文字のシーケンス。ス
トリングに空白が含まれる場合は二重引用符で

囲みます。

string

開始インデックスのストリング値。指定できる

範囲は 0～ 4294967295です。
start-index

終了インデックスのストリング値。指定できる

範囲は 0～ 4294967295です。
end-index

（任意）ストリングの文字の範囲を置き換える

一連の文字。

new-string

___________________
コマンドデフォルト ストリングは保存されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action string replaceコマンドを使用して、特定のストリングの指定された文字を置き換えること

で新しいストリングを取得します。 new-string引数の値を指定しない場合、文字はスペースに置
き換えられます。

次の表に、action string replaceコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 13：action string replace コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string replaceコマンドの結果がこの変数
に格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、ストリング内の特定の文字を置換することで作成された新しいストリングを保存する例を

示します。

Router(config)# event manager applet replace
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# action 1.0 set string “This is some text”
Router(config-applet)# action 2.0 string replace “$string” 0 6 “that was”
Router(config-applet)# action 3.0 puts “$_string_result”
Router (config-applet)# end
Router# event manager run replace
that was some text
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string tolower
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、ストリングの特定の範囲
の文字を小文字で保存するには、アプレットコンフィギュレーションモードでactionstring tolower
コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

action label string tolower string [ start-index ] [ end-index ]

no action label string tolower

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

置換する必要がある文字のシーケンス。ストリ

ングに空白が含まれる場合は二重引用符で囲み

ます。

string

（任意）開始インデックスのストリング値。指

定できる範囲は 0～ 4294967295です。
start-index

（任意）終了インデックスのストリング値。指

定できる範囲は 0～ 4294967295です。
end-index

___________________
コマンドデフォルト ストリングは保存されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（applet-config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン action string tolowerコマンドを使用して、ストリングの特定の範囲の文字を小文字で保存します。

start-indexおよび end-index引数は、操作対象のストリングの範囲を指定します。

次の表に、action string tolowerコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 14：action string tolower コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string tolowerコマンドの結果がこの変数
に格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、特定のストリングの文字の範囲を小文字で保存する例を示します。

Router(config)# event manager applet lowercase
Router(config-applet)# action 1.0 set string “This is a STRING”
Router(config-applet)# action 2.0 string tolower “$string” 11 16
Router(config-applet)# action 3.0 puts “$_string_result”
Router(config-applet)# end
Router# event manager run lowercase
string
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ストリングの特定の範囲の文字を大文字で保存

します。

action string toupper

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet

Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）

83

action string から D までのコマンド
action string tolower



action string toupper
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、ストリングの特定の範囲
の文字を大文字で保存するには、アプレットコンフィギュレーションモードでactionstringtoupper
コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

action label string toupper string [ start-index ] [ end-index ]

no action label string toupper

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

置換する必要がある文字のシーケンスを指定し

ます。ストリングに空白が含まれる場合は二重

引用符で囲みます。

string

（任意）開始インデックスのストリング値。指

定できる範囲は 0～ 4294967295です。
start-index

（任意）終了インデックスのストリング値。指

定できる範囲は 0～ 4294967295です。
end-index

___________________
コマンドデフォルト ストリングは保存されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン action string toupperコマンドを使用して、ストリングの特定の範囲の文字を大文字で保存しま

す。 start-indexおよび end-index引数は、操作対象のストリングの範囲を指定します。

次の表に、action string toupperコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 15：action string toupper コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string toupperコマンドの結果がこの変数
に格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、特定のストリングの文字の範囲を大文字で保存する例を示します。

Router(config)# event manager applet uppercase
Router(config-applet)# action 1.0 set string “This is a string”
Router(config-applet)# action 2.0 string toupper “$string” 11 16
Router(config-applet)# action 3.0 puts “$_string_result”
Router(config-applet)# end
Router# event manager run uppercase
STRING
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ストリングの特定の範囲の文字を小文字で保存

します。

action string tolower

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string trim
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、ストリングをトリムする
には、アプレットコンフィギュレーションモードで action string trimコマンドを使用します。
この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label string trim string1 [ string2 ]

no action label string trim

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string1

（任意）文字のシーケンス。ストリングに空白

が含まれる場合は二重引用符で囲みます。

string2

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ストリングをトリムするアクションはありません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン action string trimコマンドを使用して、ストリングの文字をトリムします。このコマンドは、

string2の文字を、string1の両端からトリムします。デフォルトでは、string2はスペースに対応し
ます。
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次の表に、action string trimコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 16：action string trim コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string trimコマンドの結果がこの変数に
格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、ストリングをトリムする例を示します。

Router(config)# event manager applet trim
Router(config-applet)# action 1.0 set string “Hello How are you?Hello”
Router(config-applet)# action 2.0 string trim “$string” “Hello ”
Router(config-applet)# action 3.0 puts “$_string_result”
Router(config-applet)# end
Router# event manager run trim
How are you?
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

1つのストリング分の文字を、別のストリング
の左端からトリムします。

action string trimleft

1つのストリング分の文字を、別のストリング
の右端からトリムします。

action string trimright

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string trimleft
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、1つのストリング分の文字
を、別のストリングの左端からトリムするには、アプレットコンフィギュレーションモードで

action string trimleftコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンド
の no形式を使用します。

action label string trimleft string1 [ string2 ]

no action label string trimleft

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string1

（任意）文字のシーケンス。ストリングに空白

が含まれる場合は二重引用符で囲みます。

string2

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ストリングをトリムするアクションはありません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン action string trimleftコマンドを使用して、ストリングを別のストリングの左端からトリムします。

このコマンドは、string2で指定された文字を、string1の左端からトリムします。デフォルトで
は、string2はスペースに対応します。

次の表に、action string trimleftコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 17：action string trimleft コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string trimleftコマンドの結果がこの変数
に格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、1つのストリングを、別のストリングの左側からトリムする例を示します。

Router(config)# event manager applet trimleft
Router(config-applet)# action 1.0 set string “Hello How are you?”
Router(config-applet)# action 2.0 string trimleft “$string” “Hello ”
Router(config-applet)# action 3.0 puts “$_string_result”
Router(config-applet)# end
Router# event manager run trimleft
How are you?
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ストリングをトリムします。action string trim

1つのストリング分の文字を、別のストリング
の右端からトリムします。

action string trimright

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action string trimright
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、1つのストリング分の文字
を、別のストリングの右端からトリムするには、アプレットコンフィギュレーションモードで

action string trimrightコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

action label string trimright string1 [ string2 ]

no action label string trimright

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

文字のシーケンス。ストリングに空白が含まれ

る場合は二重引用符で囲みます。

string1

（任意）文字のシーケンス。ストリングに空白

が含まれる場合は二重引用符で囲みます。

string2

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ストリングをトリムするアクションはありません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン action string trimrightコマンドを使用して、ストリングを別のストリングの右端からトリムしま

す。このコマンドは、string2で指定された文字を、string1の右端からトリムします。デフォルト
では、string2はスペースに対応します。

次の表に、action string trimrightコマンドの結果が保存される組み込み変数を示します。

表 18：action string trimright コマンドの EEM 組み込み変数

説明組み込み変数

action string trimrightコマンドの結果がこの変
数に格納されます。

$_string_result

___________________
例 次に、1つのストリングを、別のストリングの右側からトリムする例を示します。

Router(config)# event manager applet trimright
Router(config-applet)# action 1.0 set string “How are you? Hello”
Router(config-applet)# action 2.0 string trim “$string” “ Hello”
Router(config-applet)# action 3.0 puts “$_string_result”
Router(config-applet)# end
Router# event manager run trimright
How are you?
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ストリングをトリムします。action string trim

1つのストリング分の文字を、別のストリング
の左端からトリムします。

action string trimleft

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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action subtract
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、変数の値を別の値から減
算するアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action subtract
コマンドを使用します。減算のアクションを取り消すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

action label subtract {variable-name| long-integer} {variable-name| long-integer}

no action label subtract

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

変数の値を別の変数の値から引きます。subtract

変数名として配置されるストリング値。variable-name

別の値を減算する長整数値。long-integer

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、EEMアプレット内に設定された変数の値は変更されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン このアクションを使用して、変数の値を別の変数の値から減算できます。結果は $_resultという

名前の変数に保存されます。変数の値は長整数である必要があり、これ以外の場合はアクション

が失敗します。

___________________
例 次に、変数の値を別の値から減算するように EEMアプレットを設定する例を示します。

Router(config)#event manager applet one
Router(config-applet)#action 1.0 set $var1 20
Router(config-applet)#action 1.0 set $var2 10
Router(config-applet)#action 1.0 subtract $var1 $var2
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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action track read
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、トラッキング対象オブジェ
クトの状態を読み取るアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで

action track readコマンドを使用します。コンフィギュレーションから action track readコマンド
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label track read object-number

no action label track read object-number

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

1から 500の範囲のトラッキング対象オブジェ
クトの番号。番号は、track stubコマンドを使
用して定義されます。

object-number

___________________
コマンドデフォルト トラッキング対象オブジェクトの状態は読み取られません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(31)SB3に統合されまし
た。

12.2(31)SB3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されまし
た。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されまし
た。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、次の結果の変数を生成します。
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• _track_state：指定されたトラッキング対象オブジェクトの状態。返されるテキストストリン
グは、upまたは downのいずれかです。状態が upの場合、オブジェクトが存在し、アップ
状態であることを意味します。状態が downの場合、オブジェクトが存在しないか、または
ダウン状態であることを意味します。

このコマンドは、EEMを使用したオブジェクトのトラッキングを支援するために使用されます。
各トラッキング対象オブジェクトは、トラッキングコマンドラインインターフェイス（CLI）で
指定された一意の番号で識別されます。 EEMなどのクライアントプロセスは、この番号を使用
して特定のオブジェクトをトラッキングします。トラッキングプロセスは定期的に、トラッキン

グ対象オブジェクトをポーリングし、値の変更を確認します。トラッキング対象オブジェクトの

変更は、すぐに、または指定された遅延後に、対象のクライアントプロセスに通知されます。オ

ブジェクトの値は、アップまたはダウンとして報告されます。拡張されたオブジェクトトラッキ

ングイベントディテクタは、トラッキング対象オブジェクトが変化したときに EEMイベントを
パブリッシュします。

___________________
例 次に、トラッキング対象オブジェクトに基づいてイベント基準を指定する例を示します。

event manager applet track-ten
event track 10 state any
action 1.0 track set 10 state up
action 2.0 track read 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、ト
ラッキング対象オブジェクトの状態を設定する

アクションを指定します。

action track set

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet

トラッキング情報を表示します。show track

トラッキング対象のスタブオブジェクトを作成

します。

track stub
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action track set
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、トラッキング対象オブジェ
クトの状態を設定するアクションを指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで

action track setコマンドを使用します。コンフィギュレーションから action track setコマンドを
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

action label track set object-number state {up| down}

no action label track set object-number state {up| down}

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

1から 500の範囲のトラッキング対象オブジェ
クトの番号。番号は、track stubコマンドを使
用して定義されます。

object-number

トラッキング対象オブジェクトが設定される状

態を指定します。

state

トラッキング対象オブジェクトの状態が upに
設定されるよう指定します。

up

トラッキング対象オブジェクトの状態が down
に設定されるよう指定します。

down

___________________
コマンドデフォルト トラッキング対象オブジェクトの状態は設定されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(31)SB3に統合されまし
た。

12.2(31)SB3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されまし
た。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されまし
た。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、次の結果の変数を生成します。

• _track_state：指定されたトラッキング対象オブジェクトの状態。返されるテキストストリン
グは、upまたは downのいずれかです。状態が upの場合、オブジェクトが存在し、アップ
状態であることを意味します。状態が downの場合、オブジェクトが存在しないか、または
ダウン状態であることを意味します。

このコマンドは、EEMを使用したオブジェクトのトラッキングを支援するために使用されます。
各トラッキング対象オブジェクトは、トラッキングコマンドラインインターフェイス（CLI）で
指定された一意の番号で識別されます。 EEMなどのクライアントプロセスは、この番号を使用
して特定のオブジェクトをトラッキングします。トラッキングプロセスは定期的に、トラッキン

グ対象オブジェクトをポーリングし、値の変更を確認します。トラッキング対象オブジェクトの

変更は、すぐに、または指定された遅延後に、対象のクライアントプロセスに通知されます。オ

ブジェクトの値は、アップまたはダウンとして報告されます。拡張されたオブジェクトトラッキ

ングイベントディテクタは、トラッキング対象オブジェクトが変化したときに EEMイベントを
パブリッシュします。

___________________
例 次に、トラッキング対象オブジェクトに基づいてイベント基準を指定する例を示します。

event manager applet track-ten
event track 10 state any
action 1.0 track set 10 state up
action 2.0 track read 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、ト
ラッキング対象オブジェクトの状態を読み取る

アクションを指定します。

action track read
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説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet

トラッキング情報を表示します。show track

トラッキング対象のスタブオブジェクトを作成

します。

track stub
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action while
Embedded Event Manager（EEM）アプレットがトリガーされたときに、条件付きブロックのルー
プの開始を識別するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action whileコマンドを
使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

action label while string-op1 operator string-op2

no action label while

___________________
構文の説明

一意な識別子（任意のストリング値を指定でき

ます）。アクションは、ラベルをソートキー

として使用して、英数字のキーの昇順にソート

され、実行されます。ストリングに空白が含ま

れる場合は二重引用符で囲みます。

label

第 1オペランドを指定します。string-op1

string-op1および string-op2オペランドと一緒に
使用される値で、現在のカウンタの値をどのよ

うに開始値または終了値と比較するかを決定し

ます。次の値が有効です。

• gt：より大きい。

• ge：以上。

• eq：等しい。

• ne：等しくない。

• lt：より小さい。

• le：以下。

operator

第 2オペランド。string-op2

___________________
コマンドデフォルト 条件付きブロックは指定されません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン actionwhileコマンドを使用して、ループ条件付きブロックの開始を識別します。ストリング内に

$_variableが存在する場合は、式がテストされる前に代入されます。

___________________
例 次に、EEMアプレットがトリガーされたときに、条件付きブロックのループの開始を識別する例

を示します。

Router(config-applet)# action 1 set _i 2
Router(config-applet)# action 2 while $_i lt 10
Router(config-applet)# action 3 action syslog msg "i is $_i"
Router(config-applet)# action 4 end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

if/else条件付きブロックの elseブロックの開始
を識別します。

action else

if/else条件付きブロックの開始を識別します。action elseif

if条件付きブロックの開始を識別します。action if

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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attribute（EEM）
Embedded Event Manager（EEM）アプレットの複合イベントを指定するには、トリガーアプレッ
トコンフィギュレーションモードで attributeコマンドを使用します。属性を削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

attribute tag event-tag [occurs occurs-value]

no attribute tag event-tag [occurs occurs-value]

___________________
構文の説明

イベントを関連付けるためにattributeコマンド
で使用できる event-tag引数を使用して、タグを
指定します。

tag

タグを識別するストリング。event-tag

（任意）EEMイベントがトリガーされる前の発
生数を指定します。指定されない場合、EEM
イベントは 1回目から発生します。

occurs

（任意）番号の範囲は 1～ 4294967295です。occurs-value

___________________
コマンドデフォルト EEMアプレットには、複合イベントは指定されていません。

___________________
コマンドモード トリガーアプレットコンフィギュレーション（config-applet-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン トリガーアプレットコンフィギュレーションモードでは、複合イベントを作成するために、最

大 8個の属性文を指定できます。属性文が指定されていない場合、トリガー文のオプションは、
アプレットで定義された最初のイベントに適用されます。
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___________________
例 次に、attributesコマンドを使用して EEMアプレットに複合イベントを指定する例を示します。

この例では、60秒の期間内に show bgp allコマンドと「COUNT」というストリングを含む syslog
メッセージが出現した場合にアプレットが実行されます。

Router(config)# event manager applet delay_50
Router(config-applet)# event
tag 1.0 cli pattern "show bgp all" sync yes occurs 32 period 60 maxrun 60
Router(config-applet)# event
tag 2.0 syslog pattern "COUNT"
Router(config-applet)# trigger occurs 1 delay 50
Router(config-applet-trigger)# correlate event 1.0 or event 2.0
Router(config-applet-trigger)# attribute tag 1.0 occurs 1
Router(config-applet-trigger)# attribute tag 2.0 occurs 1
Router(config-applet-trigger)# action 1.0 cli command "show memory"
Router(config-applet)# action 2.0 cli command "enable"
Router(config-applet)# action 3.0 cli command "config terminal"
Router(config-applet)# action 4.0 cli command " ip route 192.0.2.0 255.255.255.224 192.0.2.12"
Router(config-applet)# action 91.0 cli command "exit"
Router(config-applet)# action 99.0 cli command "show ip route | incl 192.0.2.5"

___________________
関連コマンド

説明コマンド

1つの複合イベントを構築します。correlate

トリガーアプレットコンフィギュレーション

モードを開始し、EEMアプレットに対して複数
イベントのコンフィギュレーション文を指定し

ます。

trigger（EEM）
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description（EEM）
組み込みイベントマネージャ（EEM）アプレットが実行する内容を説明するには、アプレットコ
ンフィギュレーションモードでdescription（EEM）コマンドを使用します。アプレットの説明を
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

description line

no description

___________________
構文の説明 240文字までポリシーの簡単な説明。line

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、アプレットに説明は指定されていません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)M

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、EEMアプレットが実行する内容を説明します。アプレットに説明を付

けなくても有効です。アプレットの説明は、他のアプレット設定の前でも後でも、任意の順序で

追加できます。すでに説明があるアプレットに新しい説明を設定すると、現在の説明が上書きさ

れます。

___________________
例 次に、EEMの説明を追加または変更する例を示します。

Router(config)# event manager applet one
Router(config-applet)# description "This applet looks for the word count in syslog messages"
Router(config-applet)# event syslog pattern
"count"
Router(config-applet)# action 1 syslog msg hi
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

実行される EEMポリシーを表示します。show event manager policy active

登録可能な EEMポリシーを表示します。show event manager policy available
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E から event manager までのコマンド

• Eから event managerまでのコマンド, 105 ページ
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event application
EEMイベントパブリッシュアプリケーションプログラミングインターフェイス（API）経由で
発生したイベント単位で起動される Embedded Event Manager（EEM）アプレットのイベント条件
を指定するには、アプレットコンフィギュレーションモードで event applicationコマンドを使用
します。アプリケーションイベント条件を削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

event [tag event-tag] application subsystem subsystem-id type event-type [maxrun maxruntime-number]

no [tag event-tag] event application subsystem subsystem-id type event-type [maxrunmaxruntime-number]

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

アプリケーションイベントをパブリッシュする

サブシステムの IDを指定します。
2subsystem

サブシステムを識別する 1～ 4294967295の範
囲の番号。 EEMポリシーによりイベントがパ
ブリッシュされる場合、ポリシー用に予約され

ている subsystem-idは 798です。

subsystem-id

指定されたイベント内のイベントタイプを指定

します。

type

1～ 4294967295の範囲の整数。event-type

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト EEMイベント基準は指定されていません。
___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

tagおよびmaxrunキーワードが、アプレット内の複数のイベント文を
サポートするために追加されました。

12.4(20)T

___________________
使用上のガイドライン EEMイベントは、アプリケーションがサブシステム IDおよびアプリケーションイベントタイプ

に一致するイベント仕様で EEMイベントパブリッシュ APIをコールしたときにトリガーされま
す。

___________________
例 次に、EventPublish_Aという名前のポリシーが 20秒ごとに実行され、番号が 1の既知の EEMイ

ベントタイプにイベントをパブリッシュする例を示します。 EventPublish_Bという名前の別のポ
リシーは、既知の EEMイベントタイプ 1が発生したときに実行されるように登録されます。
EventPublish_Bポリシーが実行されると、このポリシーにより EventPublish_Aの引数として渡さ
れたデータを含む syslogに、メッセージが出力されます。

Router(config)# event manager applet EventPublish_A
Router(config-applet)# event timer watchdog time 20.0
Router(config-applet)# action 1.0 syslog msg "Applet EventPublish_A"
Router(config-applet)# action 2.0 publish-event sub-system 798 type 1 arg1 twenty
Router(config-applet)# exit
Router(config)# event manager applet EventPublish_B
Router(config-applet)# event application subsystem 798 type 1
Router(config-applet)# action 1.0 syslog msg "Applet EventPublish_B arg1
$_application_data1"
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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event identity
認証、許可、またはインターフェイス上で通常のトラフィックが流れ始めた後にイベントをパブ

リッシュするには、アプレットコンフィギュレーションモードで event identityコマンドを使用
します。イベントのパブリッシュをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

event [tag event-tag] identity interface {type number| regexp interface-name} [maxrunmaxruntime-number]
[aaa-attribute attribute-name] [authc {all| fail| success}] [authz {all| fail| success}] [authc-complete]
[mac-address mac-address]

no event identity

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

インターフェイスを指定します。interface

インターフェイスのタイプと番号。type number

インターフェイス名と照合する正規表現パター

ンを指定します。

regexp interface-name

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。maxrunキーワードが指定されている場合、
maxruntime-number値を指定する必要がありま
す。 maxrunキーワードが指定されていない場
合、デフォルトのアプレットランタイムは 20
秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

（任意）AAA属性用の正規表現パターンを指
定します。

aaa-attribute

（任意）AAA属性名。attribute-name
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（任意）成功した認証、失敗した認証、または

成功と失敗の両方の認証で、イベントをトリ

ガーします。次のいずれかを指定する必要があ

ります。

• all：すべてのケースの認証でイベントをト
リガーします。

• fail：認証が失敗した場合にイベントをト
リガーします。

• success：認証が成功した場合にイベントを
トリガーします。

authc

（任意）成功した許可、失敗した許可、または

成功と失敗の両方の許可で、イベントをトリ

ガーします。次のいずれかを指定する必要があ

ります。

• all：すべてのケースの許可でイベントをト
リガーします。

• fail：許可が失敗した場合にイベントをト
リガーします。

• success：許可が成功した場合にイベントを
トリガーします。

authz

（任意）インターフェイスに接続されたデバイ

スが完全に認証、許可され、通常のトラフィッ

クがそのインターフェイスで流れ始めたときに

イベントをトリガーします。

authz-complete

（任意）MACアドレスを指定します。mac-address

（任意）MACアドレス。mac-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントはパブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(54)SGに統合されまし
た。

12.2(54)SG

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスを指定する必要があります。任意またはすべての他のキーワードを指定できま

す。キーワードは任意の組み合わせで使用できます。

___________________
例 次に、認証が成功または失敗し、インターフェイスに接続されているデバイスが完全に認証、許

可され、そのインターフェイスで通常のトラフィックが流れ始めたときにイベントをパブリッシュ

する例を示します。

Router(config)# event manager applet identity
Router(config-applet)# event identity interface fastethernet0 authz all athuz-complete
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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event ipsla
Embedded Event Manager（EEM）のアプレットに対して IP SLA操作がトリガーされたときにイベ
ントをパブリッシュするには、アプレットコンフィギュレーションモードで event ipslaコマンド
を使用します。 IPSLAの応答がトリガーされたときのイベントのパブリッシュをディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] ipsla {group-name name [operation-id operation-id-value]| operation-id
operation-id-value [group-name name]} [dest-ip-address ip-address] [reaction-type type] [maxrun
maxruntime-number]

no event [tag event-tag] ipsla

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

IP SLAグループ IDを指定します。group-name

IP SLAグループの名前。name

IP SLA動作 IDを指定します。operation-id

番号の範囲は 1～ 2147483647です。operation-id-value

（任意）IP SLAイベントがモニタされる宛先
IPアドレスを指定します。

dest-ip-address

（任意）宛先ポートの IPアドレスを指定しま
す。

ip-address

（任意）指定した IP SLA動作に対する応答を
指定します。

reaction-type
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（任意）IPSLAの応答のタイプ。次のキーワー
ドの 1つを指定できます。

• connectionLoss：監視対象動作で一方向接
続損失があった場合に、応答が発生するこ

とを指定します。

• icpif：一方向の Calculated Planning
Impairment Factor（ICPIF）の値が上限しき
い値または下限しきい値に違反すると、応

答が発生することを指定します。

• jitterAvg：平均ラウンドトリップジッター
値が、上限しきい値または下限しきい値に

違反すると、応答が発生することを指定し

ます。

• jitterDSAvg：平均の一方向の（宛先から
送信元）ジッター値が、上限しきい値また

は下限しきい値に違反すると、応答が発生

することを指定します。

• jitterSDAvg：平均の一方向の（送信元か
ら宛先）ジッター値が、上限しきい値また

は下限しきい値に違反すると、応答が発生

することを指定します。

• maxOfNegativeDS：一方向の（宛先から送
信元）最大の負のジッターしきい値に違反

すると、応答が発生することを指定しま

す。

• maxOfNegativeSD：一方向の（送信元から
宛先）最大の負のジッターしきい値に違反

すると、応答が発生することを指定しま

す。

type
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• maxOfPositiveDS：一方向の（宛先から送
信元）最大の正のジッターしきい値に違反

すると、応答が発生することを指定しま

す。

• maxOfPositiveSD：一方向の（送信元から
宛先）最大の正のジッターしきい値に違反

すると、応答が発生することを指定しま

す。

• mos：一方向の平均オピニオン評点
（MOS）値が、上限しきい値または下限
しきい値に違反すると、応答が発生するこ

とを指定します。

• packetLateArrival：一方向の遅延パケット
数が、上限しきい値または下限しきい値に

違反すると、応答が発生することを指定し

ます。

• packetLossDS：一方向の（宛先から送信
元）パケット損失値が、上限しきい値また

は下限しきい値に違反すると、応答が発生

することを指定します。

• packetLossSD：一方向の（送信元から宛
先）パケット損失値が、上限しきい値また

は下限しきい値に違反すると、応答が発生

することを指定します。

• packetMIA：一方向の不明パケット数が、
上限しきい値または下限しきい値に違反す

ると、応答が発生することを指定します。

• packetOutOfSequence：一方向のシーケン
スを外れたパケット数が、上限しきい値ま

たは下限しきい値に違反すると、応答が発

生することを指定します。

• rtt：ラウンドトリップ時間が、上限しきい
値または下限しきい値に違反すると、応答

が発生することを指定します。

• timeout：監視対象動作で一方向タイムア
ウトがあった場合に、応答が発生すること

を指定します。

• verifyError：一方向のエラー検証違反が
あった場合に、応答が発生することを指定
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します。

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss [.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト イベントは IP SLA動作がトリガーされたときにパブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン EEMイベントは、IP SLA応答がトリガーされるときにパブリッシュされます。 group-nameまた

は operation-idのいずれかを指定する必要があります。残りのパラメータはオプションです。

___________________
例 次に、IPSLA動作がトリガーされたときにイベントをパブリッシュする例を示します。この例で

は、grp1という名前のグループが、3秒ごとに現在のインターフェイスを経由して宛先サーバ
209.165.200.221にpingを送信します。応答がない場合、アクションはタイムアウトになります。

Router# configure terminal
Router(config)# event manager applet EventIPSLA
Router(config-applet)# event ipsla group-name grp1 dest-ip-address 209.165.200.221
reaction-type timeout maxrun 3
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event manager applet
Embedded Event Manager（EEM）にアプレットを登録してアプレットコンフィギュレーション
モードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで event manager appletコマ
ンドを使用します。アプレットを登録解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

event manager applet applet-name [authorization bypass] [class class-options] [trap]

no event manager applet applet-name [authorization bypass] [class class-options] [trap]

___________________
構文の説明

アプレットファイルの名前。applet-name

（任意）アプレットの AAA許可タイプを指定
します。

authorization

（任意）EEMのAAA許可タイプのバイパスを
指定します。

bypass

（任意）EEMポリシークラスを指定します。class

（任意）EEMポリシークラス。次のいずれか
を指定できます：

• class-letter：各ポリシークラスを識別する
A～ Zの文字。任意の class-letterを 1つ
指定できます。

• default：デフォルトクラスに登録された
ポリシーを指定します。

class-options

（任意）ポリシーがトリガーされたときに簡易

ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラッ
プを生成します。

trap

___________________
コマンドデフォルト EEMアプレットは登録されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(26)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)XEに統合されました。12.3(2)XE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

classおよび trapキーワードと class-options引数が追加されました。12.4(22)T

コマンドが変更されました。 authorizationおよび bypassキーワード
が追加されました。

15.0(1)M

___________________
使用上のガイドライン EEMアプレットは、イベントスクリーニング基準とイベント発生時に実行するアクションを定義

する簡潔な方法です。

アプレットコンフィギュレーションでは、eventコンフィギュレーションコマンドを 1つだけ使
用できます。アプレットコンフィギュレーションサブモードが終了し、eventコマンドが存在し
ない場合は、アプレットにイベントが関連付けられていないことを示す警告が表示されます。イ

ベントが指定されていない場合、このアプレットは登録されたと判断されないため、アプレット

は表示されません。このアプレットにアクションが割り当てられない場合、イベントはトリガー

されますが、アクションは実行されません。 1つのアプレットコンフィギュレーション内で複数
の actionアプレットコンフィギュレーションコマンドが使用できます。 showeventmanager policy
registeredコマンドを使用して、登録されたアプレットの一覧を表示します。

アプレットコンフィギュレーションモードを終了しないと既存のアプレットが置き換えられない

ため、EEMアプレットを変更する前に、このコマンドの no形式を使用して登録を解除します。
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アプレットコンフィギュレーションモードでアプレットを修正中であっても、既存のアプレット

を実行できます。アプレットコンフィギュレーションモードを終了すると、古いアプレットが

登録解除され、新しいバージョンが登録されます。

actionコンフィギュレーションコマンドは、label引数を使用することで一意に識別できます。label
引数には任意の文字列値が使用できます。アクションは、label引数をソートキーとして、英数
字のキーの昇順にソートされ、この順序で実行されます。

EEMは、ポリシー自体に含まれているイベントの指定内容に基づいて、ポリシーをスケジューリ
ングおよび実行します。アプレットコンフィギュレーションモードが終了するとき、EEMは、
入力された eventコマンドと actionコマンドを検査し、指定されたイベントの発生時に実行される
ようにアプレットを登録します。

EEMポリシーは、登録されたときに class class-letterが指定されている場合はクラスに割り当てら
れます。クラスなしで登録された EEMポリシーは、defaultクラスに割り当てられます。 default
をクラスとして保持するスレッドは、スレッドが作業に利用可能であるとき、デフォルトクラス

にサービスを提供します。特定のクラス文字に割り当てられたスレッドは、スレッドが作業に利

用可能であるとき、クラス文字が一致する任意のポリシーをサービスします。

EEM実行スレッドが、指定されたクラスのポリシー実行に利用可能でない場合で、クラスのスケ
ジューラルールが設定されている場合は、ポリシーは該当クラスのスレッドが実行可能になるま

で待ちます。同じ入力イベントからトリガーされた同期ポリシーは、同一の実行スレッドにスケ

ジュールされなければなりません。ポリシーは、queue_priorityをキューイング順序として使用
し、各クラスの別々のキューにキューイングされます。

ポリシーがトリガーされると、AAAが設定されている場合は、許可のために AAAサーバに接続
します。authorizationbypassキーワードの組み合わせを使用して、AAAサーバへの接続をスキッ
プし、ポリシーをただちに実行することができます。 EEMは、AAAバイパスポリシー名をリス
トに保存します。このリストは、ポリシーがトリガーされたときに検査されます。一致が見つ

かった場合、AAA許可はバイパスされます。

EEMポリシーによって設定されたコマンドの許可を避けるために、EEMはAAAが提供する名前
付き方式リストを使用します。これらの名前付き方式リストは、コマンド許可を持たないように

設定できます。

次に、AAAの設定例を示します。

この設定は、192.168.10.1のポート 10000に TACACS+サーバを想定しています。 TACACS+サー
バがイネーブルでない場合、コンフィギュレーションコマンドは、コンソールで許可されます。

ただし、EEMポリシーとアプレット CLIの相互動作は失敗します。

enable password lab
aaa new-model
tacacs-server host 128.107.164.152 port 10000
tacacs-server key cisco
aaa authentication login consoleline none
aaa authorization exec consoleline none
aaa authorization commands 1 consoleline none
aaa authorization commands 15 consoleline none
line con 0
exec-timeout 0 0
login authentication consoleline
aaa authentication login default group tacacs+ enable
aaa authorization exec default group tacacs+
aaa authorization commands 1 default group tacacs+
aaa authorization commands 15 default group tacacs+
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authorization、classおよび trapキーワードは任意の組み合わせで使用できます。

___________________
例 次に、IPSLAping1という名前の EEMアプレットが登録され、指定された SNMPオブジェクト ID

の値と完全一致する（正常な IP SLA ICMPエコー動作を表す）場合に実行される例を示します
（これは pingコマンドに相当します）。エコー操作が失敗した場合は 4つのアクションがトリ
ガーされ、イベントモニタリングは 2回目の失敗後までディセーブルにされます。サーバへの
ICMPエコー動作が失敗したことを示すメッセージが syslogに送信され、SNMPトラップが生成
され、EEMはアプリケーション固有のイベントをパブリッシュし、IPSLA1Fというカウンタが値
1で増分されます。

Router(config)# event manager applet IPSLAping1
Router(config-applet)# event snmp oid 1.3.6.1.4.1.9.9.42.1.2.9.1.6.4 get-type exact
entry-op eq entry-val 1 exit-op eq exit-val 2 poll-interval 5
Router(config-applet)# action 1.0 syslog priority critical msg "Server IP echo failed:
OID=$_snmp_oid_val"
Router(config-applet)# action 1.1 snmp-trap strdata "EEM detected server reachability
failure to 10.1.88.9"
Router(config-applet)# action 1.2 publish-event sub-system 88000101 type 1 arg1 10.1.88.9
arg2 IPSLAEcho arg3 fail
Router(config-applet)# action 1.3 counter name _IPSLA1F value 1 op inc

次に、名前 one、クラス Aでアプレットを登録し、タイマーイベントディテクタが 10秒ごとに
イベントをトリガーするアプレットコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

イベントがトリガーされると、action syslogコマンドにより、syslogにメッセージ「hello world」
が書き込まれます。

Router(config)# event manager applet one class A
Router(config-applet)# event timer watchdog time 10
Router(config-applet)# action syslog syslog msg "hello world"
Router(config-applet)# exit

次に、名前 one、クラス Aでアプレットを登録するときに、AAA許可をバイパスする例を示しま
す。

Router(config)# event manager applet one class A authorization bypass
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

登録されている EEMポリシーを表示します。show event manager policy registered
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event manager detector routing
ルーティングイベントディテクタがモニタリングイベントを開始する際の遅延時間を設定する

には、グローバルコンフィギュレーションモードで event manager detector routingコマンドを使
用します。遅延時間をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

event manager detector routing bootup-delay delay-time

no event manager detector routing

___________________
構文の説明

起動後にモニタリングをオンにする時間遅延を

指定します。

bootup-delay

秒数およびオプションのミリ秒数を ssssssssss
[.mmm]形式で表した数字。秒数の範囲は 0～
4294967295です。ミリ秒の範囲は 0～ 999で
す。ミリ秒だけを使用する場合は、0.mmmの
形式でミリ秒を指定します。

delay-time

___________________
コマンドデフォルト ルーティングイベントディテクタコマンドは設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン 起動後に遅延時間が経過してからルーティングアップデートをオンにするように設定するには、

event manager detector routingコマンドを使用します。設定された場合、ルーティングイベント
ディテクタは、起動遅延時間後にイベントのモニタリングを開始します。起動遅延時間に到達す

ると、ルーティングアップデートがオンになり、ポリシーはトリガーを開始します。
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___________________
例 次に、ルーティングアップデートをオンにための遅延時間を設定する例を示します。

Router(config)# event manager detector routing bootup-delay 800

___________________
関連コマンド

説明コマンド

RPCイベントディテクタコマンドを使用して
EEMアプレットを受け入れるようにルータを設
定します。

event manager detector rpc
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event manager directory user
ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義の Embedded EventManager（EEM）ポリシーを保存
するディレクトリを指定するには、グローバルコンフィギュレーションコマンドでeventmanager
directory userコマンドを使用します。ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義の EEMポリ
シーを保存するディレクトリの使用をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

event manager directory user {library path| policy path}

no event manager directory user {library path| policy path}

___________________
構文の説明

ディレクトリを使用してユーザライブラリファ

イルを保存するように指定します。

library

ディレクトリを使用してユーザ定義の EEMポ
リシーを保存するように指定します。

policy

フラッシュデバイスのユーザディレクトリの

絶対パス名。

path

___________________
コマンドデフォルト ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義の EEMポリシーを保存するディレクトリは指定さ

れていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン ユーザライブラリディレクトリは、EEMポリシーの作成に関連するユーザライブラリファイル

を保存するために必要です。EEMポリシーを記述する予定がない場合は、ユーザライブラリディ
レクトリを作成する必要はありません。

Cisco IOS Release 12.3(14)T以降のリリースでは、ソフトウェアは Tool Command Language（Tcl）
のスクリプト言語を使用して作成されたポリシーファイルをサポートします。 Tclは、EEMを
ネットワークデバイスにインストールする際に、Cisco IOSソフトウェアイメージで提供されま
す。 .tcl拡張子を持つファイルは、EEMポリシー、Tclライブラリファイル、または「tclindex」
という名前の特別な Tclライブラリインデックスファイルのいずれかです。tclindexファイルに
は、ユーザ関数名のリストと、ユーザ関数を含むライブラリファイルが含まれます。 EEMは、
Tclが tclindexファイルの処理を開始すると、ユーザライブラリディレクトリを検索します。

EEMに対して識別する前にユーザライブラリディレクトリを作成するには、特権 EXECモード
で mkdirコマンドを使用します。ユーザライブラリディレクトリを作成したら、copyコマンド
を使用して .tclライブラリファイルをユーザライブラリディレクトリにコピーできます。

ユーザポリシーディレクトリは、ユーザ定義のポリシーファイルを保存するために必要です。

EEMポリシーを記述する予定がない場合は、ユーザポリシーディレクトリを作成する必要はあ
りません。 EEMは、event manager policy policy-filename type userコマンドが入力されたときに
ユーザポリシーディレクトリを検索します。

EEMに対して識別する前にユーザポリシーディレクトリを作成するには、特権 EXECモードで
mkdirコマンドを使用します。ユーザポリシーディレクトリを作成したら、copyコマンドを使
用して、ポリシーファイルをユーザポリシーディレクトリにコピーできます。

___________________
例 次に、ユーザライブラリファイルを保存するディレクトリとして disk0:/user_libraryを指定する例

を示します。

Router(config)# event manager directory user library disk0:/user_library

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コピー元からコピー先に任意のファイルをコ

ピーします。

copy

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy
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説明コマンド

クラス Cフラッシュファイルシステムに新し
いディレクトリを作成します。

mkdir
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event manager environment
Embedded Event Manager（EEM）環境変数を設定するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで event manager environmentコマンドを使用します。 EEM環境変数をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

event manager environment variable-name string

no event manager environment variable-name

___________________
構文の説明 EEM環境変数に割り当てる名前。variable-name

環境変数 variable-nameに配置する一連の文字列
（埋め込みスペースを含む）。

string

___________________
コマンドデフォルト EEM環境変数は設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX
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___________________
使用上のガイドライン 通例として、シスコで定義されているすべての環境変数の名前は、他の変数と区別するためにア

ンダースコア文字で始まります（_show_cmdなど）。

string引数で埋め込みスペースをサポートするために、このコマンドでは variable-name引数の後
ろから行の最後までのすべてを、string引数の一部と解釈します。

設定後、EEM環境変数の名前と値を表示するには、show event manager environmentコマンドを
使用します。

___________________
例 次に、event manager environmentコマンドが EEM環境変数のセットを定義する例を示します。

Router(config)# event manager environment _cron_entry 0-59/2 0-23/1 * * 0-7
Router(config)# event manager environment _show_cmd show version

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての EEM環境変数の名前および値を表示
します。

show event manager environment
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event manager history size
EmbeddedEventManager（EEM）履歴テーブルのサイズを変更するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで event manager history sizeコマンドを使用します。デフォルトの履歴テーブ
ルのサイズに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

event manager history size {events| traps} [ size ]

no event manager history size {events| traps}

___________________
構文の説明 EEMイベント履歴テーブルのサイズを変更しま

す。

events

EEM簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）トラップ履歴テーブルのサイズを変
更します。

traps

（任意）履歴テーブルのエントリ数を指定する

1～ 50の範囲の整数。デフォルトは 50です。
size

___________________
コマンドデフォルト 履歴テーブルのサイズは 50エントリです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

___________________
例 次に、event manager history sizeコマンドが SNMPトラップ履歴テーブルのサイズを 30エントリ

に変更する例を示します。

Router(config)# event manager history size traps 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーされた EEMイベントを表示します。show event manager history events

送信されたEEMSNMPトラップを表示します。show event manager history traps
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event manager run
登録済みの Embedded Event Manager（EEM）ポリシーを手動で実行するには、特権 EXECモード
で event manager runコマンドを使用します。

event manager run policy-filename [[ parameter1 ] [ parameter2 ]... [ parameter15 ]]

___________________
構文の説明

ポリシーファイルの名前。policy-filename

（任意）スクリプトに渡されるパラメータ。最

大15個のパラメータを指定できます。パラメー
タは、英数字のストリングである必要がありま

す。引用符、埋め込みスペースや特殊文字は使

用できません。

parameter

___________________
コマンドデフォルト 登録済みの EEMポリシーは実行されません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
した。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

parameter引数が追加されました。最大15のパラメータ値を指定でき、
引数はレジストリコールで指定できます。

12.4(20)T
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___________________
使用上のガイドライン また、このコマンドを使用することでパラメータをイベントポリシーで使用し、レジストリコー

ルで引数を指定できます。

EEMは、通常、ポリシーそのものに含まれるイベント仕様に基づいてポリシーをスケジューリン
グし、実行します。 eventmanager runコマンドを使用することで、ポリシーを手動で実行できま
す。手動でポリシーを実行するには、最初に event noneコマンドを設定する必要があります。
Noneイベントディテクタは、Noneイベントをパブリッシュする場合は引数を含みます。このコ
マンドには、no形式はありません。

___________________
例 次に、policy-manual.tclという名前の EEMポリシーを手動で実行する例を示します。

Router# event manager run policy-manual.tcl

各パラメータは組み込みの総数（$_none_argc）と、続けて組み込みのリスト（$_none_arg1、
$_none_arg2、および $_none_arg3）で構成されます。次に、アプレットおよび Tool Tclスクリプ
トの例を示します。

___________________
例

event manager applet none_parameter_test
event none
action 1 syslog msg "Number of Arguments is $_none_argc"
action 2 syslog msg "Argument 1 is $_none_arg1"
action 3 syslog msg "Argument 2 is $_none_arg2"
action 4 syslog msg "Argument 3 is $_none_arg3"
end
Router# event manager run none_parameter_test 11 22 33
01:26:03: %HA_EM-6-LOG: none_parameter_test: Number of Arguments is 3
01:26:03: %HA_EM-6-LOG: none_parameter_test: Argument 1 is 11
01:26:03: %HA_EM-6-LOG: none_parameter_test: Argument 2 is 22
01:26:03: %HA_EM-6-LOG: none_parameter_test: Argument 3 is 33

ポリシーの場合、event_reqinfoはオプションパラメータをストリングで返し、そのストリングは
その後ポリシーによって処理されます。

___________________
例

none_paramter_test.tcl
::cisco::eem::event_register_none
namespace import ::cisco::eem::*
namespace import ::cisco::lib::*
# query the event info
array set arr_einfo [event_reqinfo]
if {$_cerrno != 0} {

set result [format "component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
action_syslog priority info msg "Number of Arguments is $arr_einfo(argc)"
if {$_cerrno != 0} {

set result [format \
"component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
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action_syslog priority info msg "Argument 1 is $arr_einfo(arg1)"
if {$_cerrno != 0} {

set result [format \
"component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
action_syslog priority info msg "Argument 2 is $arr_einfo(arg2)"
if {$_cerrno != 0} {

set result [format \
"component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
action_syslog priority info msg "Argument 3 is $arr_einfo(arg3)"
if {$_cerrno != 0} {

set result [format \
"component=%s; subsys err=%s; posix err=%s;\n%s" \
$_cerr_sub_num $_cerr_sub_err $_cerr_posix_err $_cerr_str]

error $result
}
jubjub#event manager run none_parameter_test.tcl 1 2 3
01:26:03: %HA_EM-6-LOG: tmpsys:/eem_policy/none_parameter_test.tcl: Number of Arguments is
3
01:26:03: %HA_EM-6-LOG: tmpsys:/eem_policy/none_parameter_test.tcl: Argument 1 is 1
01:26:03: %HA_EM-6-LOG: tmpsys:/eem_policy/none_parameter_test.tcl: Argument 2 is 2
01:26:03: %HA_EM-6-LOG: tmpsys:/eem_policy/none_parameter_test.tcl: Argument 3 is 3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMに EEMアプレットを登録し、アプレット
コンフィギュレーションモードを開始します。

event manager applet

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy

EEMに登録して手動で起動される EEMポリ
シーを指定します。

event none

登録済みの EEMポリシーを表示します。show event manager policy registered
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event manager scheduler clear
実行中または実行を保留中の Embedded Event Manager（EEM）ポリシーをクリアするには、特権
EXECモードで event manager scheduler clearコマンドを使用します。

event manager scheduler clear {all| policy job-id| queue-type {applet| call-home| axp| script} [class
class-options]} [processor {rp_primary| rp_standby}]

___________________
構文の説明

現在実行中または実行保留中のキューにあるす

べてのポリシーをクリアします。

all

ジョブ IDで指定されたEEMポリシーをクリア
します。

policy

キューにある各ポリシーを識別する 1～
4294967295の範囲の番号。

job-id

EEMポリシーのキュータイプをクリアします。queue-type

EEMキュータイプのアプレットを指定します。applet

EEMキュータイプの Call Homeポリシーを指
定します。

call-home

EEMキュータイプのアプリケーション拡張プ
ラットフォームを指定します。

axp

EEM実行スレッドでTclスクリプトを実行する
ように指定します。

script

指定したクラスの EEMポリシーをクリアしま
す。

class
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EEMポリシークラスを指定します。次のうち
の 1つまたはすべてを指定できます。

• class-letter：各ポリシークラスを識別する
A～Zの文字。 class-letterの複数のインス
タンスを指定できます。

• default：デフォルトクラス。クラスなし
で登録された EEMポリシーは、デフォル
トクラスに割り当てられます。

• range class-range：EEMポリシークラス
を範囲で指定します。 A～ Z.の範囲を指
定できます。 range class-rangeの複数のイ
ンスタンスを指定できます。

class-options

（任意）プロセッサがコマンドを実行するよう

に指定します。

processor

（任意）デフォルトの RPを示します。ポリ
シーは、イベント相関によりポリシーがスケ

ジュールされる場合は、プライマリ RPで実行
されます。

rp_primary

（任意）スタンバイ RPを示します。ポリシー
は、イベント相関によりポリシーがスケジュー

ルされる場合は、スタンバイ RPで実行されま
す。

rp_standby

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

queue-typeおよび processorキーワードと、class-letterおよび
class-range引数が追加されました。

12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン show event manager policy pendingコマンドを使用して、サーバ実行キューで保留されているポリ

シーを表示します。

show event manager policy activeコマンドを使用して、実行中のポリシーを表示します。

eventmanager scheduler clearコマンドを使用して、サーバのポリシーまたはポリシーキューをク
リアします。

classキーワードの場合、class-letter、default、または range class-rangeのいずれかのオプションを
指定する必要があります。同じ CLI文でこれらのオプションをすべて指定できます。

___________________
例 次に、実行保留中の EEMポリシーをクリアする例を示します。 showコマンドは、ポリシーをク

リアする前後の出力例を表示します。

Router# show event manager policy pending
no. job id status time of event event type name
1 1 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: one
2 2 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: two
3 3 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: three

Router# event manager scheduler clear policy 2
Router# show event manager policy pending

no. job id status time of event event type name
1 1 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: one
3 3 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: three

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy

実行保留中の EEMポリシーを表示します。show event manager policy pending
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event manager scheduler hold
EEMスケジューラのスケジュールされたEmbeddedEventManager（EEM）ポリシーイベントまた
はイベントキューをホールドするには、特権 EXECモードで event manager scheduler holdコマン
ドを使用します。ポリシーイベントまたはイベントキューを再開するには、event manager
scheduler releaseコマンドを使用します。

event manager scheduler hold {all| policy job-id| queue-type {applet| call-home| axp| script} [class
class-options]} [processor {rp_primary| rp_standby}]

___________________
構文の説明 EEMスケジューラのすべてのEEMポリシーイ

ベントまたはイベントキューをホールドしま

す。

all

ジョブ IDで指定された EEMスケジューラの
EEMポリシーイベントまたはイベントキュー
をホールドします。

policy

キューにある各ポリシーを識別する 1～
4294967295の範囲の番号。

job-id

EEMキュータイプに基づいて EEMポリシー
イベントまたはイベントキューをホールドしま

す。

queue-type

EEMキュータイプのアプレットを指定します。applet

EEMキュータイプの Call Homeポリシーを指
定します。

call-home

EEMキュータイプのアプリケーション拡張プ
ラットフォームを指定します。

axp

EEM実行スレッドでTclスクリプトを実行する
ように指定します。

script

EEMポリシーのクラスを指定します。class
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EEMポリシークラスを指定します。次のうち
の 1つまたはすべてを指定できます。

• class-letter：各ポリシークラスを識別する
A～Zの文字。 class-letterの複数のインス
タンスを指定できます。

• default：デフォルトクラス。クラスなし
で登録された EEMポリシーは、デフォル
トクラスに割り当てられます。

• range class-range：EEMポリシークラス
を範囲で指定します。 A～ Z.の範囲を指
定できます。 range class-rangeの複数のイ
ンスタンスを指定できます。

class-options

（任意）プロセッサがコマンドを実行するよう

に指定します。

processor

（任意）デフォルトの RPを示します。ポリ
シーは、イベント相関によりポリシーがスケ

ジュールされる場合は、プライマリ RPで実行
されます。

rp_primary

（任意）スタンバイ RPを示します。ポリシー
は、イベント相関によりポリシーがスケジュー

ルされる場合は、スタンバイ RPで実行されま
す。

rp_standby

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン show event manager policy pendingコマンドを使用して、サーバ実行キューで保留されているポリ

シーを表示します。
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event manager scheduler holdコマンドを使用して、サーバのポリシーまたはポリシーキューを
ホールドします。

classキーワードの場合、class-letter、default、または range class-rangeのいずれかのオプションを
指定する必要があります。同じ CLI文でこれらのオプションをすべて指定できます。

___________________
例 次に、EEMスケジューラのスケジュールされたポリシーイベントをホールドする例を示します。

showコマンドは、ポリシーイベントをホールドする前後の出力例を表示します。

Router# show event manager policy pending
no. job id status time of event event type name
1 1 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: one
2 2 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: two
3 3 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: three
Router# event manager scheduler hold policy 2
Router# show event manager policy pending

no. job id status time of event event type name
1 1 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: one
2 2 held Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: two
3 3 pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: three

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy

ポリシーイベントまたはイベントキューを再

開します。

event manager scheduler release

実行保留中の EEMポリシーを表示します。show event manager policy pending
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event manager scheduler modify
Embedded Event Manager（EEM）ポリシーのスケジューリングパラメータを変更するには、特権
EXECモードで event manager scheduler modifyコマンドを使用します。

event manager scheduler modify {all| policy job-id| queue-type {applet| call-home| axp| script}} {class
class-options [queue-priority {high| last| low| normal}]| queue-priority {high| last| low| normal} [class
class-options]} [processor {rp_primary| rp_standby}]

___________________
構文の説明

現在実行中または実行保留中のキューにあるす

べてのポリシーを変更します。

all

ジョブ IDで指定されたEEMポリシーを変更し
ます。

policy

キューにある各ポリシーを識別する 1～
4294967295の範囲の番号。

job-id

EEMポリシーのキュータイプを変更します。queue-type

EEMキュータイプのアプレットを指定します。applet

EEMキュータイプの Call Homeポリシーを指
定します。

call-home

EEMキュータイプのアプリケーション拡張プ
ラットフォームを指定します。

axp

EEM実行スレッドでTclスクリプトを実行する
ように指定します。

script

EEMポリシーのクラスを変更します。class

EEMポリシークラスを指定します。次のうち
の 1つまたはすべてを指定できます。

• class-letter：各ポリシークラスを識別する
A～Zの文字。 class-letterの複数のインス
タンスを指定できます。

• default：デフォルトクラス。クラスなし
で登録された EEMポリシーは、デフォル
トクラスに割り当てられます。

class-options
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（任意）EEMポリシーのキューイング順序のプ
ライオリティを変更します。

queue-priority

（任意）キューのプライオリティを高に指定し

ます。

high

（任意）キューのプライオリティを最後に指定

します。

last

（任意）キューのプライオリティを低に指定し

ます。

low

（任意）キューのプライオリティを通常に指定

します。

normal

（任意）プロセッサがコマンドを実行するよう

に指定します。

processor

（任意）デフォルトの RPを示します。ポリ
シーは、イベント相関によりポリシーがスケ

ジュールされる場合は、プライマリ RPで実行
されます。

rp_primary

（任意）スタンバイ RPを示します。ポリシー
は、イベント相関によりポリシーがスケジュー

ルされる場合は、スタンバイ RPで実行されま
す。

rp_standby

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン show event manager policy pendingコマンドを使用して、サーバ実行キューで保留されているポリ

シーを表示します。
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event manager scheduler modifyコマンドを使用して、ポリシーのスケジューリングパラメータを
変更します。

classキーワードの場合、class-letterまたは defaultのいずれかのオプションを指定する必要があり
ます。同じ CLI文で両方のオプションを指定できます。

___________________
例 次に、EEMポリシーのスケジューリングパラメータを変更する例を示します。 showコマンド

は、スケジューリングパラメータを変更する前後の出力例を表示します。

Router# show event manager policy pending
no. class status time of event event type name
1 default pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: one
2 default pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: two
3 B pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: three

Router# event manager scheduler modify all class A
Router# show event manager policy pending

no. class status time of event event type name
1 A pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: one
2 A pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: two
3 A pend Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: three

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy

実行保留中の EEMポリシーを表示します。show event manager policy pending
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event manager scheduler release
Embedded Event Manager（EEM）ポリシーの実行を再開するには、特権 EXECモードで event
manager scheduler releaseコマンドを使用します。

event manager scheduler release {all| policy policy-id| queue-type {applet| call-home| axp| script} [class
class-options]} [processor {rp_primary| rp_standby}]

___________________
構文の説明

すべての EEMポリシーの実行を再開します。all

ポリシー IDで指定されたEEMポリシーを再開
します。

policy

キューにある各ポリシーを識別する 1～
4294967295の範囲の番号。

policy-id

EEMキュータイプに基づいてポリシーの実行
を再開します。

queue-type

EEMアプレットポリシーを指定します。applet

Call Homeポリシーを指定します。call-home

Application Extension Platform（AXP）ポリシー
を指定します。

axp

EEMスクリプトポリシーを指定します。script

EEMポリシークラスを指定します。class

EEMポリシークラス。次のうちの 1つまたは
すべてを指定できます。

• class-letter：各ポリシークラスを識別する
A～Zの文字。 class-letterの複数のインス
タンスを指定できます。

• default：デフォルトクラスに登録された
ポリシーを指定します。

• range class-letter-range：EEMポリシーク
ラスを範囲で指定します。 range
class-letter-rangeの複数のインスタンスを
指定できます。 class-letter-rangeで使用す
る文字は大文字にする必要があります。

class-options
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プロセッサがコマンドを実行するように指定し

ます。デフォルト値はプライマリ RPです。
processor

プライマリ RPを示します。rp_primary

スタンバイ RPを示します。rp_standby

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

___________________
使用上のガイドライン event manager scheduler holdコマンドを使用してホールドした EEMポリシーを解放するには、

event manager scheduler releaseコマンドを使用します。

class-letter、default、および range class-letter-rangeのいずれかのオプションを指定する必要があ
ります。同じ CLI文でこれらのオプションをすべて指定できます。

___________________
例 次に、すべての EEMポリシーの実行を再開する例を示します。

Router# event manager scheduler release all

次に、クラス A～ Eのポリシーの実行を再開する例を示します。

Router# event manager scheduler release queue-type script class range A-E

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーのスケジューリング実行をホール
ドします。

event manager scheduler hold
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event manager scheduler suspend
Embedded Event Manager（EEM）ポリシーのスケジューリング実行をただちに停止するには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで event manager scheduler suspendコマンドを使用しま
す。 EEMポリシーのスケジューリングを再開するには、このコマンドの no形式を使用します。

event manager scheduler suspend

no event manager scheduler suspend

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ポリシースケジューリングはアクティブです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン eventmanager scheduler suspendコマンドを使用して、すべてのポリシーのスケジューリング要求

を停止します。このコマンドの no形式を入力するまで、スケジューリングは行われません。こ
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のコマンドのno形式を使用すると、ポリシーのスケジューリングが再開され、保留中のポリシー
が実行されます。

ポリシーを1つずつ登録解除せずに、ポリシーの実行をただちに停止する必要がある状況として、
次のものが挙げられます。

•セキュリティ上の理由：システムのセキュリティが侵害されていると思われる場合。

•パフォーマンス上の理由：他の機能に多くのCPUサイクルを割り当てるため、ポリシーの実
行を一時的に停止する場合。

___________________
例 次の event manager scheduler suspendコマンドの例では、ポリシーのスケジュールがディセーブ

ルになります。

Router(config)# event manager scheduler suspend
May 19 14:31:22.439: fm_server[12330]: %HA_EM-6-FMS_POLICY_EXEC: fh_io_msg: Policy execution
has been suspended

次の event manager scheduler suspendコマンドの例では、ポリシーのスケジュールがイネーブル
になります。

Router(config)# no event manager scheduler suspend
May 19 14:31:40.449: fm_server[12330]: %HA_EM-6-FMS_POLICY_EXEC: fh_io_msg: Policy execution
has been resumed

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy

   Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
146

E から event manager までのコマンド
event manager scheduler suspend



event mat から R までのコマンド

• event matから Rまでのコマンド, 147 ページ

event mat から R までのコマンド
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event mat
MACアドレスがMACアドレステーブルで学習されたときにイベントをパブリッシュするには、
アプレットコンフィギュレーションモードで event matコマンドを使用します。イベントのパブ
リッシュをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] mat {interface {type number| regexp interface-name} [mac-address mac-address]|
mac-addressmac-address [interface {type number| regexp interface-name}]} [maxrunmaxruntime-number]
[hold-down seconds] [type {add| delete}]

no event mat

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

インターフェイスを指定します。interface

インターフェイスのタイプと番号。type number

インターフェイス名と照合する正規表現パター

ンを指定します。

regexp interface-name

MACアドレスを指定します。mac-address

MACアドレス。mac-address

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。maxrunキーワードが指定されている場合、
maxruntime-number値を指定する必要がありま
す。 maxrunキーワードが指定されていない場
合、デフォルトのアプレットランタイムは 20
秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

（任意）イベント処理を遅延する時間を指定し

ます。

hold-down
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（任意）秒数およびオプションのミリ秒数を

ssssssssss [.mmm]形式で表した数字。秒数の範
囲は 1～ 4294967295です。ミリ秒の範囲は 0
～ 999です。ミリ秒だけを使用する場合は、
0.mmmの形式でミリ秒を指定します。

seconds

（任意）MACアドレステーブルのイベントを
モニタします。次のオプションのいずれかのオ

プションを指定する必要があります。

• add：MACアドレステーブルの追加イベ
ントだけをモニタします。

• delete：MACアドレステーブルの削除イ
ベントだけをモニタします。

type

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントはパブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(54)SGに統合されまし
た。

12.2(54)SG

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスまたはMACアドレスを指定する必要があります。そのいずれかが指定されて

いる場合、残り 1つは任意です。すべてのキーワードは任意の組み合わせで使用できます。

___________________
例 次に、MACアドレスがMACアドレステーブルで学習されたときにイベントをパブリッシュする

例を示します。

Router(config)# event manager applet mat
Router(config-applet)# event mat interface fastethernet0 hold-down 34 type delete
Router(config-applet)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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event neighbor-discovery
Cisco Discovery Protocol（CDP）またはリンク層検出プロトコル（LLDP）のキャッシュエントリ
が変更されるか、Embedded Event Manager（EEM）アプレットでインターフェイスリンクステー
タスが変更されたときにイベントをパブリッシュするには、アプレットコンフィギュレーション

モードで event neighbor-discoveryコマンドを使用します。イベントをパブリッシュするアクショ
ンをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] neighbor-discovery interface {type number| regexp interface-name} [maxrun
maxruntime-number] event-to-monitor

no event neighbor-discovery

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

インターフェイスを指定します。interface

インターフェイスのタイプと番号。type number

インターフェイス名と照合する正規表現パター

ンを指定します。

regexp interface-name

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。maxrunキーワードが指定されている場合、
maxruntime-number値を指定する必要がありま
す。 maxrunキーワードが指定されていない場
合、デフォルトのアプレットランタイムは 20
秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number
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event-to-monitor
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インターフェイス上でモニタするイベントを指

定します。次のいずれかの値を指定できます。

複数の値を指定できます。

• cdp：CDPのマッチングイベント発生時に
イベントをトリガーします。次のオプショ

ンのいずれかのオプションを指定する必要

があります。

• add：新しい CDPキャッシュエント
リが CDPテーブルに作成された場合
にイベントをトリガーします。

• all：CDPキャッシュエントリがCDP
キャッシュテーブルに追加された場

合、または削除された場合、および

CDPキャッシュエントリをアップ
デートするためにリモート CDPデバ
イスがキープアライブを送信した場

合にイベントをトリガーします。

• delete：CDPキャッシュエントリが
CDPテーブルから削除された場合だ
けイベントをトリガーします。

• update：CDPキャッシュエントリが
CDPキャッシュテーブルに追加され
た場合、またはCDPキャッシュエン
トリをアップデートするためにリモー

トCDPデバイスがCDPキープアライ
ブを送信した場合にイベントをトリ

ガーします。

• lldp：LLDPのマッチングイベント発生時
にイベントをトリガーします。次のオプ

ションのいずれかのオプションを指定する

必要があります。

• add：新しい CDPキャッシュエント
リが CDPテーブルに作成された場合
にイベントをトリガーします。

• all：CDPキャッシュエントリがCDP
キャッシュテーブルに追加された場

合、または削除された場合、および

CDPキャッシュエントリをアップ
デートするためにリモート CDPデバ
イスがキープアライブを送信した場
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合にイベントをトリガーします。

• delete：CDPキャッシュエントリが
CDPテーブルから削除された場合だ
けイベントをトリガーします。

• update：CDPキャッシュエントリが
CDPキャッシュテーブルに追加され
た場合、またはCDPキャッシュエン
トリをアップデートするためにリモー

トCDPデバイスがCDPキープアライ
ブを送信した場合にイベントをトリ

ガーします。

• line-event：インターフェイス回線プロト
コルのステータスが変わった場合にイベン

トをトリガーします。

• link-event：インターフェイスリンクのス
テータスが変わった場合にイベントをトリ

ガーします。次のオプションのいずれか

のオプションを指定する必要があります。

• admindown：リンクの admin-downイ
ベントをモニタします。

• all：すべてのリンクイベントをモニ
タします。

• deleted：リンク削除イベントをモニ
タします。

• down：リンクダウンイベントをモニ
タします。

• goingdown：リンクの going-downイ
ベントをモニタします。

• init：リンクの初期化イベントをモニ
タします。

• reset：リンクのリセットイベントを
モニタします。

• testing：リンクのテストイベントを
モニタします。

• up：リンクのアップイベントをモニ
タします。
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントはパブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(54)SGに統合されまし
た。

12.2(54)SG

___________________
使用上のガイドライン イベントの指定が受け入れられるようにするには、インターフェイスと、cdp、lldp、link-event、

line-eventから 1つ以上を指定する必要があります。 interfaceおよび maxrunキーワードと、
event-trigger-criteria引数は任意の順序で使用できます。

___________________
例 次に、CDPキャッシュエントリが変更されたときにイベントをパブリッシュする例を示します。

Router(config)# event manager applet discovery
Router(config-applet)# event neighbhor-discovery interface fastethernet0 cdp all
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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event nf
Embedded Event Manager（EEM）のアプレットに対して NetFlow操作がトリガーされたときにイ
ベントをパブリッシュするには、アプレットコンフィギュレーションモードで event nfコマンド
を使用します。 NetFlow操作がトリガーされたときにイベントをパブリッシュするアクションを
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] nf monitor-name name event-type {create| delete| update} [exit-event-type] {create|
delete| update} subevent field field-type entry-value value-string [exit-value value-string] entry-op
operator-value [exit-op operator-value] [rate-interval seconds] [exit-rate-interval seconds] [maxrun
maxruntime-number]

no event [tag event-tag] nf

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

NetFlowモニタの名前を指定します。monitor-name name

モニタするイベントのタイプを指定します

（キャッシュまたはフィールド）。

event-type

NetFlowイベントを作成します。create

NetFlowイベントを削除します。delete

NetFlowイベントを更新します。update

監視のためにイベントが再準備されるイベント

タイプ（create、delete、update）。
exit-event-type

監視するイベントとその属性を指定します。有

効な値は、event1、event2、event3、event4で
す。

サブイベントキーワードは、単独で

も、一緒でも、それぞれの任意の組

み合わせでも使用できますが、各キー

ワードは 1回のみ使用できます。

（注）

subevent
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監視されるキャッシュまたはフィールド属性を

指定します。次の属性の1つを指定できます。

• counter {bytes | packets}：counterフィール
ドを指定します。

• datalink {dot1q |mac}：datalink (layer2)
フィールドを指定します。

• flow {direction | sampler}：flow識別フィー
ルドを指定します。

• interface {input | output}：interfaceフィー
ルドを指定します。

• ipv4 field-type：IPv4フィールドを指定し
ます。

• ipv6 field-type：IPv6フィールド

• routing routing-attrribute ：ルーティング
属性を指定します。

• timestamp sysuptime {first | last}：timestamp
フィールドを指定します。

• transport field-type：Transport layerフィー
ルドを指定します。

詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

field field-type

比較する開始値を指定します。entry-value value-string

（任意）イベントが再度モニタされるように設

定される値。

exit-value string

レートインターバル値を秒単位で指定します。

有効範囲は 1～ 4294967295です。
rate-interval sec

（任意）キャッシュレートとキャッシュエン

トリのインターバル値を指定します。有効値は

0～ 4294967295です。

exit-rate-interval sec

収集された使用率サンプルと指定した値との比

較で使用する演算子を指定します。有効な値は

次のとおりです。

entry-op
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比較演算子。次の値が有効です。

• eq：等しい

• ge：以上

• gt：より大きい

• le：以下

• lt：より小さい

• wc：ワイルドカード

operator-value

（任意）現在のイベント属性値と終了値を比較

するために使用する演算子。

exit-op

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントは NetFlow動作がトリガーされたときにパブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン eventnfコマンドを使用して、NetFlowイベントをモニタします。複数のイベントを一緒に指定し

て、複数のイベントに対し追加のフィルタリングを行うことができます。

___________________
例 次に、NetFlowイベントをモニタするようにアプレットを設定する例を示します。

Router(config)# event manager applet EventNF
Router(config-applet)# event nf event-type create monitor-name mon1 event1 entry-op eq
entry-val val1 field counter bytes long rate-interval 12
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event none
Embedded Event Manager（EEM）ポリシーを EEMに登録し、手動で実行できるように指定するに
は、アプレットコンフィギュレーションモードで event noneコマンドを使用します。コンフィ
ギュレーションファイルから event noneコマンドを削除するには、このコマンドの no形式を使
用します。

event [tag event-tag] none [sync {yes| no}] [default] [maxrun maxruntime-number]

no event none

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

CLIコマンドを実行する前にポリシーを同期的
に実行するかどうかを示します。

• yesキーワードが指定されている場合、ポ
リシーは、CLIコマンドと同期的に実行さ
れます。

• noキーワードが指定されている場合、ポ
リシーはCLIコマンドと非同期的に実行さ
れます。

synch

（任意）CLIイベントディテクタがポリシーの
終了を待つ時間（ssssssssss[.mmm]形式で指定
します。ssssssssssは、0～ 4294967295の秒数
を表す整数で、mmmは 0～ 999のミリ秒数を
表す整数である必要があります）。ポリシーが

終了する前にデフォルトの時間の期限が切れる

と、デフォルトアクションが実行されます。

デフォルトアクションによって、コマンドが実

行されます。この引数が指定されない場合、デ

フォルトの時間は 30秒に設定されます。

default
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（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト EEMイベントは、Cisco IOSシステムモニタカウンタに基づいてトリガーされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）。

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

tagおよび maxrunキーワードが、アプレット内の複数のイベント文を
サポートするために追加されました。

12.4(20)T
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___________________
使用上のガイドライン EEMは、通常、ポリシーそのものに含まれるイベント仕様に基づいてポリシーをスケジューリン

グし、実行します。 event noneコマンドを使用することで、EEMポリシーが手動で実行できるも
のか、または EEMアプレットがトリガーされたときに実行されるものかを EEMが識別できるよ
うになります。ポリシーを実行するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action
policyコマンドを使用するか、またはグローバルコンフィギュレーションモードで eventmanager
runコマンドを使用します。

___________________
例 次に、手動で実行するmanual-policyという名前のポリシーを登録し、ポリシーを実行する例を示

します。

Router(config)# event manager applet manual-policy
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# exit
Router(config)# event manager run manual-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。action policy

EEMに EEMアプレットを登録し、アプレット
コンフィギュレーションモードを開始します。

event manager applet

登録されたEEMポリシーを手動で実行します。event manager run

登録されている EEMポリシーを表示します。show event manager policy registered
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event routing
ルートエントリがルーティング情報ベース（RIB）インフラストラクチャで変更されたときにイ
ベントをパブリッシュするには、アプレットコンフィギュレーションモードで event routingコマ
ンドを使用します。ルートエントリがRIBで変更されたときのイベントのパブリッシュを停止す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

event[tag event-tag]routing network ip-address/length[ge ge-length][le le-length][protocol
protocol-value][type{add| all| modify| remove}][maxrun maxruntime-number]

no event [tag event-tag] routing

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

ルートをモニタするネットワーク IPアドレス
と長さを指定します。

network

モニタするネットワークの IPアドレスと長さ。
たとえば、192.0.2.4/8です。

ip-address / length

（任意）照会されるプレフィックスの最小の長

さを指定します。

ge ge-length

（任意）照会されるプレフィックスの最大の長

さを指定します。

le le-length

（任意）プレフィックスの長さを照会しない指

定をします。

ne ne-length

（任意）監視されているネットワークのプロト

コルの値を指定します。

protocol

ネットワークプロトコル値。 all、bgp、
connected、eigrp、isis、iso-igrp、mobile、odr、
ospf、rip、および staticのプロトコルの 1つを
使用できます。デフォルトは、allです。

protocol-value

（任意）必要なポリシーのトリガーを指定しま

す。デフォルトは、allです。
type
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エントリがルーティングテーブルに追加される

ことを指定します。

add

ルーティングテーブルエントリが追加、削除

または変更されることを指定します。

all

ルーティングテーブルのエントリが変更される

ことを指定します。

modify

エントリがルーティングテーブルから削除され

ることを指定します

remove

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ルートエントリがRIBインフラストラクチャで変更されたときにイベントはパ

ブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン RIBインフラストラクチャでルートエントリの変更が検出されるとEEMイベントがパブリッシュ

されます。監視されるルートのネットワーク IPアドレスを指定する必要があります。照合され
るネットワークプレフィックス、プロトコル値、およびタイプはオプションのパラメータです。

既存のスタティックルートの変更は、Cisco IOSリリースに応じて、removeイベントとそれに
続く古い API（v1.0）の addイベントか、または新しい API（v2.0）の modifyイベントという
結果になります。

（注）

___________________
例 次に、多数のパラメータがモニタされている場合に、特定のルートエントリがどのように変わる

かの例を示します。

Router(config
)# event manager applet EventRouting
Router(config-applet)# event routing 192.0.2.4/8 protocol static type add ge 5 maxrun 56
Router(config-applet)#

次に、古いルーティング API（v1.0）を使用する Cisco IOSバージョンの出力例を示します。

Router# show event manager detector routing
No. Name Version Node Type
1 routing 01.00 node0/0 RP

次に、新しいルーティング API（v2.0）を使用する Cisco IOSバージョンの出力例を示します。

Router# show event manager detector routing
No. Name Version Node Type
1 routing 02.00 node0/0 RP

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event snmp
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）オブジェクト識別子の値をサンプリングすることに
よって起動される Embedded Event Manager（EEM）アプレットのイベント条件を指定するには、
アプレットコンフィギュレーションモードで event snmpコマンドを使用します。 SNMPイベン
ト条件を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] snmp oid oid-value get-type {exact| next} entry-op operator entry-val entry-value
entry-type {value| increment| rate} [exit-comb {or| and}] [exit-op operator] [exit-val exit-value] [exit-type
{value| increment| rate}] [exit-time exit-time-value] [exit-event {true| false}] [average-factor
average-factor-value] poll-interval poll-int-value [maxrun maxruntime-number]

no event [tag event-tag] snmp oid oid-value get-type {exact| next} entry-op operator entry-val entry-value
entry-type {value| increment| rate} [exit-comb {or| and}] [exit-op operator] [exit-val exit-value] [exit-type
{value| increment| rate}] [exit-time exit-time-value] [exit-event {true| false}] [average-factor
average-factor-value] poll-interval poll-int-value [maxrun maxruntime-number]

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

oid-value引数にSNMPオブジェクト識別子（オ
ブジェクト ID）をイベント条件として指定しま
す。

oid

SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。 OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。一部の OID型のモニタリ
ングが可能です。oidキーワードを使用すると、
OIDが次のいずれでもない場合にエラーメッ
セージが返されます。

• INTEGER_TYPE

• COUNTER_TYPE

• GAUGE_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

oid-value
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oid-value引数で指定したオブジェクト IDに適
用する SNMP get操作のタイプを指定します。

get-type

oid-value引数で指定したオブジェクト IDを検
索します。

exact

oid-value引数で指定したオブジェクト IDの英
数字順で取得します。

next

指定した演算子を使用して、現在のオブジェク

ト IDの内容と開始値を比較します。マッチが
見つかると、イベントがトリガーされ、終了条

件が満たされるまでイベントモニタリングが

ディセーブルになります。

entry-op

2文字のストリング。 operator引数には、次の
いずれかの値を指定できます。

• gt：より大きい。

• ge：以上。

• eq：等しい。

• ne：等しくない。

• lt：より小さい。

• le：以下。

operator

SNMPイベントを発生させるかどうかを決定す
るために、現在のオブジェクト IDの内容と比
較する値を指定します。

entry-val

データ要素のエントリオブジェクト ID値。entry-value

entry-value引数によって指定されたオブジェク
ト IDに適用される操作のタイプを指定します。

entry-type

値は、entry-valueまたは exit-value引数の実際の
値として定義されます。

value
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増分では、entry-valueまたは exit-valueフィール
ドは増分差異として使用され、entry-valueまた
は exit-valueは、現在のカウンタの値と、イベ
ントが最後にトリガーされたとき（またはこれ

が新しいイベントの場合は最初にポーリングさ

れたサンプル）の値との間の差と比較されま

す。負の値によって、減少しているカウンタの

増分差異がチェックされます。

increment

レートは、ある期間の変更の平均レートとして

定義されます。期間は、average-factor-value
に、poll-int-valueを乗じたものです。ポーリン
グ間隔ごとに、現在のサンプルと前のサンプル

との間の差が取得され、絶対値として記録され

ます。前の average-factor-valueサンプルの平均
は、変更のレートとして取得されます。

rate

（任意）イベントモニタリングを再度イネーブ

ルにするために満たす必要のある終了条件の組

み合わせを示します。

exit-comb

（任意）終了比較演算子、終了オブジェクト ID
値、または終了時間値を指定する必要がありま

す。

or

（任意）終了比較演算子、終了オブジェクト ID
値、および終了時間値を指定する必要がありま

す。

and

（任意）指定された演算子を使用して、現在の

オブジェクト IDの内容と終了値を比較します。
マッチが見つかるとイベントが起動され、イベ

ントモニタリングが再イネーブルされます。

exit-op

（任意）終了条件が満たされているかどうかを

決定するために、現在のオブジェクト IDの内
容と比較する値を指定します。

exit-val

（任意）データ要素の終了オブジェクト ID値。exit-value

（任意）exit-value引数によって指定されたオブ
ジェクト IDに適用される操作のタイプを指定
します。指定されない場合、値が仮定されま

す。

exit-type
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（任意）この時間が経過した後に、イベントモ

ニタリングが再度イネーブルになる時間を指定

します。タイミングは、イベントがトリガーさ

れた後に開始します。

exit-time

（任意）秒数およびオプションのミリ秒数を

ssssss[.mmm]形式で表した数字。秒数の範囲は
0～ 4294967295です。ミリ秒の範囲は 0～ 999
です。ミリ秒だけを使用する場合、形式は

0.mmmです。

exit-time-value

（任意）最初のイベントがトリガーされた後

に、イベントモニタリングがイネーブルになっ

た場合、別の終了イベントがトリガーされるか

どうかを示します。

exit-event

（任意）別の終了イベントがトリガーされるこ

とを指定します。

true

（任意）別の終了イベントがトリガーされない

ことを指定します。これはデフォルトです。

false

（任意）レートベースの計算に使用される期間

の計算に使用される数値を指定します。

average-factor-valueに poll-int-valueを乗じて、
ミリ秒単位で期間を算出します。

average-factor

（任意）1～ 64の範囲の番号。最少平均係数
値は 1です。

average-factor-value

連続するポーリング操作間の時間間隔を指定し

ます。

poll-interval

秒数およびオプションのミリ秒数をssssss[.mmm]
形式で表した数字。秒数の範囲は 1～
4294967295です。ミリ秒の範囲は 0～ 999で
す。最小ポーリング間隔は 1秒です。

poll-int-value

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun
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（任意）SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定され
る秒数。SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒
数を表す整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数
を表す整数である必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト EEMイベントは SNMPオブジェクト ID値に基づいてトリガーされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(26)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)XEに統合されました。12.3(2)XE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

SNMPレートベースのイベントをサポートするオプションのキーワー
ドが追加されました。

12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

tagおよび maxrunキーワードと、関連する引数が追加されました。12.4(20)T
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___________________
使用上のガイドライン EEMイベントは、SNMPオブジェクト IDによって指定されたフィールドのいずれか 1つが定義

されたしきい値を超えたときにトリガーされます。複数の条件が存在する場合、すべての条件が

満たされたときに、SNMPイベントがトリガーされます。

終了基準は任意です。終了基準を指定しない場合、イベントモニタリングがすぐに再イネーブル

化されます。終了基準が（値または期間に基づいて）指定されている場合、イベントモニタリン

グは条件が満たされるまで再イネーブル化されません。

entry-opキーワードが使用されている場合に一致が見つかると、イベントがトリガーされ、終了
条件が満たされるまでイベントモニタリングがディセーブルになります。

exit-opキーワードが使用されている場合に一致が見つかると、イベントがトリガーされ、イベン
トモニタリングが再イネーブル化されます。

entry-typeキーワードは、次のいずれかのアクションをトリガーします。

• valueキーワードが指定されている場合、entry-valueは実際の値で、絶対値が発生するたびに
SNMPイベントが発生します。

• incrementキーワードが指定されている場合、entry-valueは増分で、増分値に到達するたびに
SNMPイベントが発生します。

• rateキーワードが指定されている場合、entry-valueは変化率で、変化率の値に到達するたび
に SNMPイベントが発生します。

オプションの exit-typeキーワードが使用される場合、次が発生します。

• valueキーワードが指定されている場合、exit-valueは実際の値で、絶対値が発生するたびに
イベントモニタリングが再イネーブル化されます。これはデフォルトです。

• incrementキーワードが指定されている場合、exit-valueは増分で、増分値に到達するたびに
イベントモニタリングが再イネーブル化されます。

• rateキーワードが指定されている場合、exit-valueは変化率で、変化率の値に到達するたびに
イベントモニタリングが再イネーブル化されます。

incrementおよび rateタイプは、INTEGER_TYPE、COUNTER_TYPE、およびCOUNTER_64_TYPE
の OIDタイプに対してだけサポートされます。

___________________
例 次に、現在のプロセスメモリ量を表す、指定された SNMPオブジェクト IDの値との完全一致が

ある場合に、memory-failと呼ばれるEEMアプレットがどのように実行されるかの例を示します。
プロセスメモリが不足していること、および現在使用可能なメモリを示すメッセージが syslogに
送信されます。

Router(config)# event manager applet memory-fail
Router(config-applet)# event snmp oid 1.3.6.1.4.1.9.9.48.1.1.1.6.1 get-type exact entry-op
lt entry-val 5120000 poll-interval 10
Router(config-applet)# action 1.0 syslog msg "Memory exhausted; current available memory
is $_snmp_oid_val bytes"
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次に、IPSLAping1という名前の EEMアプレットが登録され、指定された SNMPオブジェクト ID
の値と完全一致する（正常な IP SLA ICMPエコー動作を表す）場合に実行される例を示します
（これは pingコマンドに相当します）。エコー操作が失敗した場合は 4つのアクションがトリ
ガーされ、イベントモニタリングは 2回目の失敗後までディセーブルにされます。

サーバへの ICMPエコー動作が失敗したことを示すメッセージが syslogに送信され、SNMPトラッ
プが生成され、EEMはアプリケーション固有のイベントをパブリッシュし、IPSLA1Fというカウ
ンタが値 1で増分されます。

Router(config)# event manager applet IPSLAping1
Router(config-applet)# event snmp oid 1.3.6.1.4.1.9.9.42.1.2.9.1.6.4 get-type exact
entry-op eq entry-val 1 exit-op eq exit-val 2 poll-interval 5
Router(config-applet)# action 1.0 syslog priority critical msg "Server IP echo failed:
OID=$_snmp_oid_val"
Router(config-applet)# action 1.1 snmp-trap strdata "EEM detected server reachability
failure to 10.1.88.9"
Router(config-applet)# action 1.2 publish-event sub-system 88000101 type 1 arg1 10.1.88.9
arg2 IPSLAEcho arg3 fail

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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event snmp-notification
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をサンプリングすることによって実行される
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットのイベント条件を登録するには、アプレットコンフィ
ギュレーションモードで event snmp-notificationコマンドを使用します。 SNMP通知イベント条
件を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] snmp-notification oid oid-string oid-val comparison-value op operator [maxrun
maxruntime-number] [src-ip-address ip-address] [dest-ip-address ip-address] [default seconds] [direction
{incoming| outgoing}] [msg-op {drop| send}]

no event [tag event-tag] snmp-notification

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

oid-val引数にSNMPオブジェクト識別子（オブ
ジェクト ID）値をイベント条件として指定しま
す。

oid

SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。 OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。一部の OID型のモニタリ
ングが可能です。oidキーワードを使用すると、
OIDが次のいずれでもない場合にエラーメッ
セージが返されます。

• COUNTER_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• GAUGE_TYPE

• INTEGER_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

oid-string

OIDの比較値を指定します。oid-val comparison-value
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指定した演算子を使用して、現在のオブジェク

ト IDの内容と SNMPプロトコルデータユニッ
ト（PDU）の開始値を比較します。マッチが見
つかると、イベントがトリガーされ、終了条件

が満たされるまでイベントモニタリングがディ

セーブルになります。

op

2文字のストリング。 operator引数には、次の
いずれかの値を指定できます。

• gt：より大きい。

• ge：以上。

• eq：等しい。

• ne：等しくない。

• lt：より小さい。

• le：以下。

operator

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。maxrunキーワードが指定されていない場
合、デフォルトのアプレットランタイムは 20
秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。デフォルト値は 20秒です。

maxruntime-number

（任意）SNMP通知トラップが発信される送信
元 IPアドレスを指定します。デフォルトは all
です。すべての IPアドレスから SNMP通知ト
ラップを受信するよう、設定されます。

src-ip-address

（任意）送信元 IPアドレス。ip-address

（任意）SNMP通知トラップを送信する宛先 IP
アドレスを指定します。デフォルトはallです。
すべての宛先 IPアドレスから SNMPトラップ
を受信するよう、設定されます。

dest-ip-address

（任意）宛先 IPアドレス。dest-ip-address
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（任意）SNMP通知イベントディテクタがポリ
シーの終了を待つ時間を指定します。 time時間
は、ssssssssss[.mmm]形式で指定します。
ssssssssssは、0～ 4294967295の秒数を表す整
数で、mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数
である必要があります。

default seconds

（任意）SNMPトラップの方向、または通知
PDUがフィルタリングする方向を決定します。
デフォルトは incomingです。

incoming：SNMPトラップの着信方向、または
通知 PDUがフィルタリングする方向を決定し
ます。

outgoing：SNMPトラップの発信方向、または
通知 PDUがフィルタリングする方向を決定し
ます。

direction

（任意）イベントがトリガーされたときに、

SNMPPDUで行われるアクション（ドロップま
たは送信）を示します。

drop：メッセージをドロップするように指定し
ます。

send：メッセージを送信するように指定しま
す。

msg-op

___________________
コマンドデフォルト EEMイベントは SNMP通知オブジェクト ID値に基づいてトリガーされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが変更されました。次のキーワードと引数が追加され

ました。default、seconds、direction、incoming、outgoing、msg-op、
drop、および send。

15.0(1)M
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知イベントディテクタには、ルータが受信した SNMPトラップおよび SNMPインフォー

ムメッセージを代行受信する機能があります。SNMP通知イベントは、受信SNMPトラップまた
はSNMPインフォームメッセージが指定された値に一致するか、指定されたしきい値を超えたと
きに生成されます。

SNMPおよび SNMPサーバマネージャは SNMP通知イベントディテクタの使用前に設定され、
イネーブルにされている必要があります。

EEMイベントは、SNMP通知オブジェクト IDによって指定されたフィールドのいずれか 1つが
定義されたしきい値を超えたときにトリガーされます。複数の条件が存在する場合、すべての条

件が満たされたときに、SNMP通知イベントがトリガーされます。

OIDは、関連するMIB（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内にタイプとして定義され、各
タイプはオブジェクト値を保持します。一部の OID型のモニタリングが可能です。 oidキーワー
ドを使用すると、OIDが次のいずれでもない場合にエラーメッセージが返されます。

• INTEGER_TYPE

• COUNTER_TYPE

• GAUGE_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

opキーワードが使用されている場合に一致が見つかると、イベントがトリガーされ、終了条件が
満たされるまでイベントモニタリングがディセーブルになります。

operator引数には、次のいずれかの値を指定できます。

• gt：より大きい。

• ge：以上。

• eq：等しい。

• ne：等しくない。

• lt：より小さい。

• le：以下。

___________________
例 次に、event snmp-notificationが設定される前に、snmp-server community public RWコマンド、お

よび snmp-server managerコマンドを設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server community public RW
Router(config)# snmp-server manager
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次に、値が 10であるオブジェクト OID 1の宛先 IPアドレス 192.168.1.1でルータが SNMP通知を
受け取ったときに、EEMスクリプトを実行するように SNMP_Notificationという名前の EEMアプ
レットを登録する例を示します。

Router(config)# event manager applet SNMP_Notification
Router(config-applet)# event snmp-notification dest-ip-address 192.168.1.1 oid 1 op eq
oid-val 10
Router(config-applet)# action 1 policy eem_script

次に、OIDが 1.3.6.1.4.1.318.2.3.3で OID値が「UPS: Returned from battery backup power」の SNMP
トラップを代行受信し、メッセージをドロップして別のメッセージを送信する例を示します。

Router(config)# event manager applet SNMP_Notification
Router(config-applet)# event snmp-notification dest_ip_address 192.168.1.1 oid
1.3.6.1.4.1.318.2.3.3 op eq oid-value "UPS: Returned from battery backup power" direction
outgoing msg-op drop

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event snmp-object
SNMPオブジェクトのサンプリングによって実行されるEmbeddedEventManager（EEM）アプレッ
トの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）オブジェクトイベントを登録するには、アプレッ
トコンフィギュレーションモードで event snmp-objectコマンドを使用します。 SNMPオブジェ
クトイベント条件を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

event snmp-object oid oid-value type value sync {yes| no} skip {yes| no} istable {yes| no} [default seconds]
[maxrun maxruntime-number]

no event snmp-object

___________________
構文の説明 SNMPオブジェクト識別子（オブジェクト ID）

を指定します。

oid

SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。 OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。

oid-value
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オブジェクトのタイプを指定します。次の値が

有効です。

• counter：最小値が 0の 32ビットの数値。
最大値に到達すると、カウンタが 0にリ
セットされます。

• counter64：最小値が 0の 64ビットの数
値。最大値に到達すると、カウンタが 0
にリセットされます。

• gauge：最小値が 0の 32ビットの数値。
たとえば、gaugeオブジェクトタイプを使
用して、ルータ上のインターフェイスの速

度を測定できます。

• int：管理対象オブジェクトのコンテキス
ト内の番号が付けられたタイプを指定する

場合は、32ビットの数字が使用されます。
たとえば、ルータインターフェイスの動

作ステータスを 1に設定した場合はアッ
プ、2に設定した場合はダウンを示しま
す。

• ipv4：IPバージョン 4アドレス。

• octet：物理アドレスを表すために使用され
る、16進表記のオクテット文字列。

• oid：オブジェクト ID値。

• string：テキスト文字列を表すために使用
される、テキスト表記のオクテット文字

列。

• uint：10進数の値を表すために使用され
る、32ビット番号。

type value

SNMPおよびEEMポリシー実行を指定します。

• no：ポリシーと SNMPは非同期で実行さ
れます。

• yes：ポリシーを実行し、その結果により
SNMP要求を実行するかどうかが決まりま
す。

sync
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syncがnoに設定されている場合は必須で、sync
が yesの場合は使用できません。 CLIコマンド
の実行をスキップするかどうかを指定します。

• no：CLIコマンドを実行する必要がありま
す。

• yes：CLIコマンドを実行しません。

skip

（任意）OIDがSNMPテーブルかどうかを指定
します。

• yes：OIDは、SNMPテーブルです。

• no：IODは SNMPテーブルではありませ
ん。

istable

（任意）SNMPオブジェクトイベントディテ
クタがポリシーの終了を待つ時間。

default

（任意）秒数およびオプションのミリ秒数を

ssssssssss [.mmm]形式で表した数字。秒数の範
囲は 0～ 4294967295です。ミリ秒の範囲は 0
～ 999です。ミリ秒だけを使用する場合は、
0.mmmの形式でミリ秒を指定します。

seconds

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。デフォルト値は 20秒です。

maxruntime-number

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)M

このコマンドが変更されました。 counter64および oid値が type
キーワードに追加されました。

15.0(1)M1
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___________________
使用上のガイドライン event snmp-objectコマンドを使用して、SNMPオブジェクトをサンプリングすることで実行され

る EEMアプレットの SNMPオブジェクトイベントを登録します。

___________________
例 次に、 event snmp-objectコマンドの使用例を示します。

Router(config)# event manager applet test
Router(config-applet)# event snmp-object

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、syslog
にメッセージを書き込むアクションを指定しま

す。

action syslog

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event track
指定したオブジェクト番号のCisco IOSObject Trackingサブシステムレポートに基づいて起動され
る Embedded Event Manager（EEM）アプレットのイベント条件を指定するには、アプレットコン
フィギュレーションモードで event trackコマンドを使用します。レポートイベント条件を削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

event [ label ] [tag event-tag] track object-number [state {up| down| any}] [maxrun maxruntime-number]

no event [ label ] [tag event-tag] track object-number [state {up| down| any}] [maxrunmaxruntime-number]

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

（任意）一意な識別子（任意のストリングを指

定できます）。ストリングに空白が含まれる場

合は二重引用符で囲みます。

label

1から 500の範囲のトラッキング対象オブジェ
クトの番号。番号は、track stubコマンドを使
用して定義されます。

object-number

（任意）トラックされるオブジェクトの状態遷

移によってイベントが発生するよう、指定しま

す。

state

（任意）トラッキング対象オブジェクトがダウ

ン状態からアップ状態に移行したときにイベン

トが発生するよう、指定します。

up

（任意）トラッキング対象オブジェクトがアッ

プ状態からダウン状態に移行したときにイベン

トが発生するよう、指定します。

down

（任意）トラッキング対象オブジェクトが任意

の状態から任意の状態に移行したときにイベン

トが発生するよう、指定します。これはデフォ

ルトです。

any
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（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト EEMイベント基準は指定されていません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(31)SB3に統合されました。12.2(31)SB3

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。12.2(33)SRB

tagおよび maxrunキーワードが、アプレット内の複数のイベント
文をサポートするために追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン このコマンドに関連付けられた 2つのエントリ変数があります。

• _track_number：イベントがトリガーされる原因となるトラックされるオブジェクトの番号。

• _track_state：イベントがトリガーされたときのトラックされるオブジェクトの状態。有効な
値は「up」または「down」です。

このコマンドは、EEMを使用したオブジェクトのトラッキングを支援するために使用されます。
各トラッキング対象オブジェクトは、トラッキングコマンドラインインターフェイス（CLI）で
指定された一意の番号で識別されます。 EEMなどのクライアントプロセスは、この番号を使用
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して特定のオブジェクトをトラッキングします。トラッキングプロセスは定期的に、トラッキン

グ対象オブジェクトをポーリングし、値の変更を確認します。トラッキング対象オブジェクトの

変更は、すぐに、または指定された遅延後に、対象のクライアントプロセスに通知されます。オ

ブジェクトの値は、アップまたはダウンとして報告されます。

___________________
例 次に、トラッキング対象オブジェクトに基づいてイベント基準を指定する例を示します。

event manager applet track-ten
event track 10 state any
action 1.0 track set 10 state up
action 2.0 track read 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、ト
ラッキング対象オブジェクトの状態を読み取る

アクションを指定します。

action track read

EEMアプレットがトリガーされたときに、ト
ラッキング対象オブジェクトの状態を設定する

アクションを指定します。

action track set

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet

トラッキング情報を表示します。show track

トラッキング対象のスタブオブジェクトを作成

します。

track stub
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S から Z までのコマンド

• Sから Zまでのコマンド, 185 ページ

S から Z までのコマンド
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show event manager directory user
ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義の Embedded EventManager（EEM）ポリシーを保存
するディレクトリを表示するには、特権 EXECモードで show event manager directory userコマン
ドを使用します。

show event manager directory user [library| policy]

___________________
構文の説明

（任意）ユーザライブラリファイル。library

（任意）ユーザ定義 EEMポリシー。policy

___________________
コマンドデフォルト ユーザライブラリおよびユーザポリシーファイルの両方のディレクトリが表示されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン event manager directory userコマンドを使用して、ユーザライブラリまたはユーザポリシーファ

イルを保存するために使用するディレクトリを指定します。
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___________________
例 次に、ディスク 0の /usr/fm_policiesフォルダを EEMユーザライブラリファイルの保存に使用す

るディレクトリとする例を示します。

Router# show event manager directory user library
disk0:/usr/fm_policies

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義

EEMポリシーの保存に使用するディレクトリを
指定します。

event manager directory user
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show event manager environment
Embedded Event Manager（EEM）環境変数の名前と値を表示するには、特権 EXECモードで show
event manager environmentコマンドを使用します。

show event manager environment [all| variable-name]

___________________
構文の説明

（任意）すべての環境変数の情報を表示しま

す。これはデフォルトです。

all

（任意）指定された環境変数に関する情報を表

示します。

variable-name

___________________
コマンドデフォルト 引数またはキーワードを指定しない場合、すべての環境変数の情報が表示されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX
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___________________
例 show event manager environmentコマンドの出力例は、次のとおりです。

Router# show event manager environment
No. Name Value
1 _cron_entry 0-59/1 0-23/1 * * 0-7
2 _show_cmd show version
3 _syslog_pattern .*UPDOWN.*Ethernet1/0.*
4 _config_cmd1 interface Ethernet1/0
5 _config_cmd2 no shutdown

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 19：show event manager environment のフィールドの説明

説明フィールド

EEM環境変数に割り当てられたインデックス番
号。

No.

EEM環境変数が作成されたときに付けられた名
前。

Name

EEM環境変数が作成されたときに定義されたテ
キストコンテンツ。

Value

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEM環境変数を設定します。event manager environment
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show event manager history events
トリガーされた Embedded Event Manager（EEM）イベントを表示するには、特権 EXECモードで
show event manager history eventsコマンドを使用します。

show event manager history events [detailed] [maximum number]

___________________
構文の説明

（任意）各 EEMイベントの詳細情報を表示し
ます。

detailed

（任意）表示するイベントの最大数を指定しま

す。

maximum

（任意）1～ 50の範囲の番号。デフォルトは
50です。

number

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

出力に Job IDおよび Statusフィールドが含まれるように変更されまし
た。

12.4(20)T
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___________________
使用上のガイドライン show event manager history eventsコマンドを使用して、トリガーされた EEMイベントに関する

情報をトラッキングします。

___________________
例 次に、トリガーされた 2つのタイプのイベント（簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）お

よびアプリケーション）を示す、showeventmanagerhistory eventsコマンドの出力例を示します。

Router# show event manager history events
No. Time of Event Event Type Name
1 Fri Aug13 21:42:57 2004 snmp applet: SAAping1
2 Fri Aug13 22:20:29 2004 snmp applet: SAAping1
3 Wed Aug18 21:54:48 2004 snmp applet: SAAping1
4 Wed Aug18 22:06:38 2004 snmp applet: SAAping1
5 Wed Aug18 22:30:58 2004 snmp applet: SAAping1
6 Wed Aug18 22:34:58 2004 snmp applet: SAAping1
7 Wed Aug18 22:51:18 2004 snmp applet: SAAping1
8 Wed Aug18 22:51:18 2004 application applet: CustApp1

次に、Job IDおよび Statusフィールドが含まれる、show event manager history eventsコマンドの
出力例を示します。

Router# show event manager history events
No. Job ID Status Time of Event Event Type Name
1 1 success Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: two
2 2 success Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: three
3 3 success Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: four
4 4 abort Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: five
5 5 abort Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: six
6 6 abort Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: seven
7 7 abort Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: eight
8 8 cleared Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: nine
9 9 cleared Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: ten
10 10 cleared Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: eleven

次に、detailedキーワードを使用した show event manager history eventsコマンドの出力例を示し
ます。

Router# show event manager history events detailed
No. Job ID Status Time of Event Event Type Name
1 1 success Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: two
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
2 2 success Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: three
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
3 3 success Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: four
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
4 4 abort Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: five
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
5 5 abort Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: six
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
6 6 abort Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: seven
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
7 7 cleared Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: eight
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
8 8 cleared Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: nine
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
9 9 cleared Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: ten
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}
10 10 success Thu Sep 7 02:54:04 2006 syslog applet: eleven
msg {23:13:29: %CLEAR-5-COUNTERS: Clear counter on all interfaces by console}

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。
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表 20：show event manager history events のフィールドの説明

説明フィールド

イベント番号。No.

一意の内部 EEMスケジューラジョブの ID番
号です。

Job ID

このイベントに対してスケジュールされたポリ

シーの実行完了ステータス。 3つのステータス
値があります。

• Success：このイベントのポリシーが正常
に完了したことを示します。

• Abort：このイベントのポリシーがに異常
終了したことを示します。

• Cleared：このイベントのポリシーが event
manager scheduler clearコマンドを使用して
実行から削除されたことを示します。

Status

イベントがトリガーされた曜日、日付、時刻。Time of Event

イベントのタイプ。Event Type

トリガーされたポリシーの名前。Name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEM履歴テーブルのサイズを変更します。event manager history size

実行中または実行を保留中の EEMポリシーを
クリアします。

event manager scheduler clear
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show event manager history traps
送信されたEmbeddedEventManager（EEM）の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラッ
プを表示するには、特権EXECモードで showeventmanagerhistory trapsコマンドを使用します。

show event manager history traps [server| policy]

___________________
構文の説明

（任意）EEMサーバからトリガーされたSNMP
トラップを表示します。

server

（任意）EEMポリシー内からトリガーされた
SNMPトラップを表示します。

policy

___________________
コマンドモード 特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン show event manager history trapsコマンドを使用して、SNMPポリシーが EEMサーバから実行さ

れたか、EEMポリシーから実行されたかを識別します。
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___________________
例 次に、show event manager history trapsコマンドの出力例を示します。

Router# show event manager history traps policy
No. Time Trap Type Name
1 Wed Aug18 22:30:58 2004 policy EEM Policy Director
2 Wed Aug18 22:34:58 2004 policy EEM Policy Director
3 Wed Aug18 22:51:18 2004 policy EEM Policy Director

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 21：show event manager history traps のフィールドの説明

説明フィールド

トラップ番号。No.

SNMPトラップが実行された日時。Time

SNMPトラップのタイプ。Trap Type

実行された SNMPトラップの名前。Name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEM履歴テーブルのサイズを変更します。event manager history size
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show event manager metric processes
Cisco IOSソフトウェアモジュラリティプロセスに関する Embedded Event Manager（EEM）の信
頼性メトリックデータを表示するには、特権 EXECモードで show event manager metric processes
コマンドを使用します。

show event manager metric processes {all| process-name}

___________________
構文の説明

すべての Cisco IOSソフトウェアモジュラリ
ティプロセスのプロセスメトリックデータを

表示します。

all

特定のプロセス名。process-name

___________________
コマンドモード 特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(18)SXF4

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、Cisco IOSソフトウェアモジュラリティプロセスの信頼性メトリック

データを表示します。システムでは、プロセスの開始時と終了時にレコードが保存され、この

データが、信頼性分析の基本データとして使用されます。

このコマンドによって提供される情報を使用することで、プロセスまたはプロセスグループの可

用性に関する情報を取得できます。プロセスは、実行している場合に利用可能と見なされます。

___________________
例 show event manager metric processesコマンドの出力例の一部は、次のとおりです。この部分の例

では、システムに挿入されているすべてのカード上でのプロセスのメトリックデータを示す、最

初と最後のエントリが表示されます。

Router# show event manager metric processes all
=====================================
node name: node0
process name: devc-pty, instance: 1
sub_system: 0, version: 00.00.0000
--------------------------------
last event type: process start
recent start time: Fri Oct10 20:34:40 2003

Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）

195

S から Z までのコマンド
show event manager metric processes



recent normal end time: n/a
recent abnormal end time: n/a
number of times started: 1
number of times ended normally: 0
number of times ended abnormally: 0
most recent 10 process start times:
--------------------------
Fri Oct10 20:34:40 2003
--------------------------
most recent 10 process end times and types:
cumulative process available time: 6 hours 30 minutes 7 seconds 378 milliseconds
cumulative process unavailable time: 0 hours 0 minutes 0 seconds 0 milliseconds
process availability: 0.100000000
number of abnormal ends within the past 60 minutes (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 24 hours (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 30 days (since reload): 0
.
.
.
=====================================
node name: node0
process name: cdp2.iosproc, instance: 1
sub_system: 0, version: 00.00.0000
--------------------------------
last event type: process start
recent start time: Fri Oct10 20:35:02 2003
recent normal end time: n/a
recent abnormal end time: n/a
number of times started: 1
number of times ended normally: 0
number of times ended abnormally: 0
most recent 10 process start times:
--------------------------
Fri Oct10 20:35:02 2003
--------------------------
most recent 10 process end times and types:

cumulative process available time: 6 hours 29 minutes 45 seconds 506 milliseconds
cumulative process unavailable time: 0 hours 0 minutes 0 seconds 0 milliseconds
process availability: 0.100000000
number of abnormal ends within the past 60 minutes (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 24 hours (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 30 days (since reload): 0

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 22：show event manager metric processes のフィールドの説明

説明フィールド

ノード名。node name

ソフトウェアモジュラリティプロセス名。process name

ソフトウェアモジュラリティプロセスのイン

スタンス番号。

instance

サブシステム番号。sub_system

バージョン番号。version
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show event manager policy active
実行中の Embedded Event Manager（EEM）ポリシーを表示するには、特権 EXECモードで show
event manager policy activeコマンドを使用します。

show event manager policy active [queue-type {applet| call-home| axp| script}| class class-options|
detailed]

___________________
構文の説明

（任意）EEMポリシーのキュータイプを指定
します。

queue-type

（任意）EEMアプレットポリシーを指定しま
す。

applet

（任意）EEM Call Homeポリシーを指定しま
す。

call-home

（任意）EEM axpポリシーを指定します。axp

（任意）EEMスクリプトポリシーを指定しま
す。

script

（任意）EEMクラスポリシーを指定します。class

EEMクラスポリシーを指定します。次のうち
の 1つまたはすべてを指定できます。

• class-letter：EEMポリシーに割り当てられ
るクラス文字。 A～ Zの範囲の文字。複
数のインスタンスのクラス文字を指定でき

ます。

• default：デフォルトクラスに登録された
ポリシーを指定します。

• range class-letter-range：EEMポリシーク
ラスを範囲で指定します。 range
class-letter-rangeの複数のインスタンスを
指定できます。 class-letter-rangeで使用す
る文字は大文字にする必要があります。

class-options

（任意）EEMポリシーの詳細内容を指定しま
す。

detailed

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン show event manager policy activeコマンドを使用して、実行中のポリシーを表示します。

___________________
例 次に、priority、scheduler node、および event typeフィールドが含まれた show event manager policy

activeコマンドの出力例を示します。

Router# show event manager policy active
no. job id p s status time of event event type name
1 1 N A wait Wed Oct8 21:45:10 2008 syslog continue.tcl
2 12609 N A running Mon Oct29 20:49:42 2007 timer watchdog loop.tcl

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 23：show event manager policy active のフィールドの説明

説明フィールド

自動的にポリシーに割り当てられたインデック

ス番号。

no.

一意の内部 EEMスケジューラジョブの ID番
号です。

job id

ポリシーのプライオリティ。 4つのプライオリ
ティがあります。

• L：ポリシーが低いプライオリティである
ことを示します。

• H：ポリシーが高いプライオリティである
ことを示します。

• N：ポリシーが標準プライオリティである
ことを示します。

• Z：ポリシーが最も低いプライオリティで
あることを示します。

p
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説明フィールド

ポリシーのスケジューラノード。2つのノード
があります。

• A：このポリシーのスケジューラノードが
アクティブであることを示します。

• S：このポリシーのスケジューラノードが
スタンバイであることを示します。

s

ポリシーのスケジューリングステータス。6つ
のステータス値があります。

• pend：ポリシーの実行を待機しています。

• runn：ポリシーが実行中であることを示し
ます。

• exec：ポリシーの実行が完了し、スケ
ジューラクリーンアップタスクを待機し

ています。

• hold：ポリシーはホールド中であることを
示します。

• wait：ポリシーが新しいイベントを待機し
ていることを示します。

• continue：ポリシーが新しいイベントを受
信し、実行可能であることを示します。

status

ポリシーが EEMサーバの実行キューにキュー
イングされた日時。

time of event

イベントのタイプ。event type

EEMポリシーファイルの名前。name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーのイベントマネージャの詳細を
示します。

show event manager
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show event manager policy available
登録が可能な Embedded Event Manager（EEM）ポリシーを表示するには、特権 EXECモードで
show event manager policy availableコマンドを使用します。

show event manager policy available [description [ policy-name ]| [detailed policy-filename] [system|
user]]

___________________
構文の説明

（任意）使用可能なポリシーの簡単な説明を入

力します。

description

（任意）ポリシーの名前。policy-name

（任意）指定された policy-filenameの実際のサ
ンプルポリシーを表示します。

detailed

（任意）表示されるサンプルポリシーの名前。policy-filename

（任意）使用可能なすべてのシステムポリシー

を表示します。

system

（任意）使用可能なすべてのユーザポリシーを

表示します。

user

___________________
コマンドデフォルト キーワードを指定しない場合、使用可能なすべてのシステムおよびユーザポリシーの情報が表示

されます。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

userキーワードが追加され、このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(14)T
に統合されました。

12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB
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変更内容リリース

detailedキーワードおよび policy-filename引数が追加され、このコマン
ドは、Cisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェアモジュ
ラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

.tbcファイル拡張子が付いたバイトコードスクリプトを表示するように
出力が変更されました。

12.4(20)T

コマンドが変更されました。 descriptionキーワードと policy-name引数
が追加されました。

15.0(1)M

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、event manager policyコマンドに必要なポリシーの正確な名前がわからない場合

に便利です。

detailedキーワードは、実際の指定されたサンプルポリシーを表示します。descriptionpolicy-name
を使用して、ポリシーを説明します。 policy-nameを指定しない場合、showコマンドの出力は、
すべての利用可能なポリシーの説明を表示します。

Cisco IOS Release 12.4(20)Tでは、EEM 2.4はバイトコードのサポートを導入して Tclスクリプト
をバイトコード形式で保存できるようになりました。また、Tclスクリプトの通常の .tcl拡張子に
加えて、.tbc拡張子のファイルも表示するようにこのコマンドの出力が変更されました。

___________________
例 show event manager policy availableコマンドの出力例は、次のとおりです。

Router# show event manager policy available
No. Type Time Created Name
1 system Tue Sep 12 09:41:32 2002 sl_intf_down.tcl
2 system Tue Sep 12 09:41:32 2002 tm_cli_cmd.tcl

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 24：show event manager policy available のフィールドの説明

説明フィールド

自動的にポリシーに割り当てられたインデック

ス番号。

No.
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説明フィールド

ポリシーがシステムポリシーであるかどうかを

示します。

Type

ポリシーファイルが作成された日時を示すタイ

ムスタンプ。

Time Created

EEMポリシーファイルの名前。Name

次に、detailedキーワードおよびポリシー名を指定した show event manager policy availableコマ
ンドの出力例を示します。

Router# show event manager policy available detailed tm_cli_cmd.tcl
::cisco::eem::event_register_timer cron name crontimer2 cron_entry $_cron_entry maxrun 240
#------------------------------------------------------------------
# EEM policy that will periodically execute a cli command and email the
# results to a user.
#
# July 2005, Cisco EEM team
#
# Copyright (c) 2005 by cisco Systems, Inc.
# All rights reserved.
#------------------------------------------------------------------
### The following EEM environment variables are used:
###
### _cron_entry (mandatory) - A CRON specification that determines
### when the policy will run. See the
### IOS Embedded Event Manager
### documentation for more information
### on how to specify a cron entry.
### Example: _cron_entry 0-59/1 0-23/1 * * 0-7
###
### _email_server (mandatory) - A Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)
### mail server used to send e-mail.
### Example: _email_server mailserver.customer.com
###

次は、.tclファイル名拡張子が付いた Tclスクリプトと .tbcファイル名拡張子が付いたバイトコー
ドスクリプトを表示する show event manager policy availableコマンドの出力例を示します。この
例は、Cisco IOS Release 12.4(20)T以降のイメージ用です。

Router# show event manager policy available
No. Type Time Created Name
1 system Tue Jun 10 09:41:32 2008 sl_intf_down.tcl
2 system Tue Jun 10 09:41:32 2008 tm_cli_cmd.tbc

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy
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show event manager policy pending
実行保留中の Embedded Event Manager（EEM）ポリシーを表示するには、特権 EXECモードで
show event manager policy pendingコマンドを使用します。

show event manager policy pending [queue-type {applet| call-home| axp| script}| class class-options|
detailed]

___________________
構文の説明

（任意）EEMポリシーのキュータイプを指定
します。

queue-type

（任意）EEMアプレットポリシーを指定しま
す。

applet

（任意）EEM Call Homeポリシーを指定しま
す。

call-home

（任意）EEM axpポリシーを指定します。axp

（任意）EEMスクリプトポリシーを指定しま
す。

script

（任意）EEMクラスポリシーを指定します。class

（任意）EEMポリシークラスを指定します。
次のうちの 1つまたはすべてを指定できます。

• class-letter：EEMポリシーに割り当てられ
るクラス文字。 A～ Zの範囲の文字。複
数のインスタンスのクラス文字を指定でき

ます。

• default：デフォルトクラスに登録された
ポリシーを指定します。

• range class-letter-range：EEMポリシーク
ラスを範囲で指定します。 range
class-letter-rangeの複数のインスタンスを
指定できます。 class-letter-rangeで使用す
る文字は大文字にする必要があります。

class-options

（任意）EEMポリシーの詳細内容を指定しま
す。

detailed

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

出力に Job IDおよび Statusフィールドが含まれるように変更されまし
た。

12.4(20)T

このコマンドは、出力表示でレポートされるポリシーキューの適格性

を確認するために新しいオプションと一緒にサポートされ、詳細なポ

リシー情報を提供します。

12.4(22)T

___________________
使用上のガイドライン 保留中のポリシーは、EEMサーバの実行キューにある実行保留中のポリシーです。イベントがト

リガーされると、イベントを処理するために登録されたポリシーは、EEMサーバのキューに入れ
られます。 show event manager policy pendingコマンドを使用して、このキューのポリシーを表
示し、ポリシーの詳細を確認します。

___________________
例 show event manager policy pendingコマンドの出力例は、次のとおりです。

Router# show event manager policy pending
no. job id p s status time of event event type name
1 12851 N A pend Mon Oct29 20:51:18 2007 timer watchdog loop.tcl
2 12868 N A pend Mon Oct29 20:51:24 2007 timer watchdog loop.tcl
3 12873 N A pend Mon Oct29 20:51:27 2007 timer watchdog loop.tcl
4 12907 N A pend Mon Oct29 20:51:41 2007 timer watchdog loop.tcl
5 13100 N A pend Mon Oct29 20:52:55 2007 timer watchdog loop.tcl

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。
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表 25：show event manager policy pending のフィールドの説明

説明フィールド

自動的にポリシーに割り当てられたインデック

ス番号。

no.

一意の内部 EEMスケジューラジョブの ID番
号です。

job id

ポリシーのプライオリティ。 4つのプライオリ
ティがあります。

• L：ポリシーが低いプライオリティである
ことを示します。

• H：ポリシーが高いプライオリティである
ことを示します。

• N：ポリシーが標準プライオリティである
ことを示します。

• Z：ポリシーが最も低いプライオリティで
あることを示します。

p

ポリシーのスケジューラノード。2つのノード
があります。

• A：このポリシーのスケジューラノードが
アクティブであることを示します。

• S：このポリシーのスケジューラノードが
スタンバイであることを示します。

s
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説明フィールド

ポリシーのスケジューリングステータス。6つ
のステータス値があります。

• pend：ポリシーの実行を待機しています。

• runn：ポリシーが実行中であることを示し
ます。

• exec：ポリシーの実行が完了し、スケ
ジューラクリーンアップタスクを待機し

ています。

• hold：ポリシーはホールド中であることを
示します。

• wait：ポリシーが新しいイベントを待機し
ていることを示します。

• continue：ポリシーが新しいイベントを受
信し、実行可能であることを示します。

status

ポリシーが EEMサーバの実行キューにキュー
イングされた日時。

time of event

イベントのタイプ。event type

EEMポリシーファイルの名前。name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーのイベントマネージャの詳細を
示します。

show event manager
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show event manager scheduler
スケジュールされた Embedded Event Manager（EEM）ポリシーのスケジュールアクティビティを
表示するには、特権 EXECモードで show event manager schedulerコマンドを使用します。

show event manager scheduler thread [queue-type {applet| call-home| axp| script} [detailed]]

___________________
構文の説明

スケジューラにスレッドを指定します。thread

（任意）EEMポリシーのキュータイプを指定
します。

queue-type

（任意）EEMアプレットポリシーを指定しま
す。

applet

（任意）EEM Call Homeポリシーを指定しま
す。

call-home

（任意）EEM axpポリシーを指定します。axp

（任意）EEMスクリプトポリシーを指定しま
す。

script

（任意）EEMポリシーの詳細内容を指定しま
す。

detailed

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン show event manager schedulerコマンドを使用して EEMのスケジューラアクティビティを表示し

ます。このコマンドは、スケジューラの視点からのすべてのEEM実行スレッドと実行中ポリシー
の詳細を表示します。

次のオプションの 1つまたはすべてを指定できます。applet、call-home、axp、script、および
detailed。

___________________
例 show event manager schedulerコマンドの出力例は、次のとおりです。

Router# show event manager scheduler thread
1 Script threads service class default
total: 1 running: 1 idle: 0

2 Script threads service class range A-D
total: 3 running: 0 idle: 3

3 Applet threads service class default
total: 32 running: 0 idle: 32

4 Applet threads service class W X
total: 5 running: 0 idle: 5

Router# show event manager scheduler script thread detailed
1 Script threads service class default
total: 1 running: 1 idle: 0

1 job id: 1, pid: 215, name: continue.tcl
2 Script threads service class range A-D
total: 3 running: 0 idle: 3

3 Applet threads service class default
total: 32 running: 0 idle: 32

4 Applet threads service class W X
total: 5 running: 0 idle: 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーのイベントマネージャの詳細を
示します。

show event manager
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track stub-object
Embedded Event Manager（EEM）によってトラックできるスタブオブジェクトを作成し、トラッ
キングコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで track stub-objectコマンドを使用します。スタブオブジェクトを削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

track object-number stub-object

no track object-number stub-object

___________________
構文の説明

トラッキング対象オブジェクトを表すオブジェ

クト番号。指定できる範囲は 1～ 1000です。
object-number

___________________
コマンドデフォルト スタブオブジェクトは作成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(31)SB3に統合されました。12.2(31)SB3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されまし
た。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 object-number引数の有効範囲が
1000に増えました。

15.1(3)T

このコマンドが変更されました。 object-number引数の有効範囲が
1000に増えました。

15.1(1)S
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___________________
使用上のガイドライン track stub-objectコマンドを使用して、外部プロセス（EEM）によりトラッキングおよび操作でき

るオブジェクトである、スタブオブジェクトを作成します。スタブオブジェクトの作成後、

default-stateコマンドを使用してスタブオブジェクトのデフォルト状態を設定できます。

EEMは、イベント検出と回復を Cisco IOS内部で直接行うための分散型でスケーラブルな、カス
タマイズされた手法です。EEMでは、イベントをモニタし、イベント発生が検出されたとき、お
よびしきい値を超えたときに情報通知や是正アクションを実施できます。EEMポリシーは、イベ
ントおよびイベントが発生した場合に行う処理を定義するエンティティです。

Cisco IOS Release 15.1(3)T以降は、最大 1000個のオブジェクトをトラッキングすることができま
す。トラッキング対象オブジェクトは 1000個設定できますが、各トラッキング対象オブジェク
トは CPUリソースを使用します。ルータで使用可能な CPUリソースの合計は、トラフィック負
荷などの変数や、他のプロトコルがどのように設定され実行されているかに応じて異なります。

1000個のトラッキング対象オブジェクトが使用できるかどうかは、使用可能なCPUによって異な
ります。特定のサイトトラフィック条件下でサービスが機能することを保証するには、サイト上

でテストを実施する必要があります。

___________________
例 次に、デフォルト状態がアップのスタブオブジェクト 1を作成し、設定する例を示します。

Router(config)#
track 1 stub-object
Router(config-track)#
default-state up

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スタブオブジェクトのデフォルト状態を設定し

ます。

default-state

トラッキング情報を表示します。show track
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trigger（EEM）
トリガーアプレットコンフィギュレーションモードを開始し、Embedded EventManager（EEM）
アプレットに複数のイベントコンフィギュレーション文を指定するには、アプレットコンフィ

ギュレーションモードで triggerコマンドを使用します。複数のイベントコンフィギュレーショ
ン文をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

trigger [occurs occurs-value] [period period-value] [period-start period-start-value] [delay delay-value]

no trigger [occurs occurs-value] [period period-value] [period-start period-start-value] [delay delay-value]

___________________
構文の説明

（任意）EEMイベントが発生する前に発生した
合計相関回数を指定します。数が指定されない

場合、EEMイベントは1回目から発生します。

occurs

（任意）番号の範囲は 1～ 4294967295です。occurs-value

（任意）1回以上のマッチを行う必要がある場
合の実行間隔を指定します。指定しない場合、

時間のチェックは適用されません。

period

（任意）秒数およびオプションのミリ秒数を

ssssssssss [.mmm]形式で表した数字。秒数の範
囲は 0～ 4294967295です。ミリ秒の範囲は 0
～ 999です。ミリ秒だけを使用する場合は、
0.mmmの形式でミリ秒を指定します。

period-value

（任意）イベント相関ウィンドウの開始を指定

します。指定されない場合、最初の CRON期
間の発生後、イベント監視はイネーブルにされ

ます。

period-start

（任意）イベント相関ウィンドウの開始を指定

するストリング。

period-start-value

（任意）この秒数が経過した後に、すべての条

件が真の場合はイベントが発生する秒数を指定

します。指定しない場合、イベントはただちに

発生します。

delay
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（任意）秒数およびオプションのミリ秒数を

ssssssssss [.mmm]形式で表した数字。秒数の範
囲は 0～ 4294967295です。ミリ秒の範囲は 0
～ 999です。ミリ秒だけを使用する場合は、
0.mmmの形式でミリ秒を指定します。

delay-value

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

___________________
使用上のガイドライン triggerコマンドは、オプションの tagキーワードと各イベント文で指定される event-tag引数を使

用して、複数のイベント文を関連付けます。

___________________
例 次に、triggerコマンドを使用してトリガーアプレットコンフィギュレーションモードを開始し、

EEMアプレットに対して複数のイベントコンフィギュレーション文を指定する例を示します。
この例では、60秒の期間内に show bgp allコマンドと「COUNT」というストリングを含む syslog
メッセージが出現した場合にアプレットが実行されます。

Router(config)# event manager applet delay_50
Router(config-applet)# event
tag 1.0 cli pattern "show bgp all" sync yes occurs 32 period 60 maxrun 60
Router(config-applet)# event
tag 2.0 syslog pattern "COUNT"
Router(config-applet)# trigger occurs 1 delay 50
Router(config-applet-trigger)# correlate event 1.0 or event 2.0
Router(config-applet-trigger)# attribute tag 1.0 occurs 1
Router(config-applet-trigger)# attribute tag 2.0 occurs 1
Router(config-applet-trigger)# action 1.0 cli command "show memory"
Router(config-applet)# action 2.0 cli command "enable"
Router(config-applet)# action 3.0 cli command "config terminal"
Router(config-applet)# action 4.0 cli command " ip route 192.0.2.0 255.255.255.224 192.0.2.12"
Router(config-applet)# action 91.0 cli command "exit"
Router(config-applet)# action 99.0 cli command "show ip route | incl 192.0.2.5"
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットの複合イベントを指定します。attribute（EEM）

1つの複合イベントを構築します。correlate

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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